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11月13日発行

※議会だよりに、ご意見、ご感想がありましたら、
　議会事務局「議会だより」係 までお願いします。
〒859-2202 南島原市有家町山川58番地 1

☎0957-73-6611
メールアドレス：gikai@city.minamishimabara.lg.jp

この南島原市議会だよりは環境にやさしい
「再生紙」と「植物性大豆油インキ」を使用
しています。

　
な
か
な
か
終
息
し
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
自
粛

ム
ー
ド
の
中
、
自
宅
で
「
議

会
だ
よ
り
」
を
見
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

記
事
に
興
味
を
持
た
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
予
算
関
係
、
一

般
質
問
、
議
案
審
議
の
委
員

長
報
告
等
、
色
々
あ
る
中
で
、

一
般
質
問
の
記
事
を
見
た
人

は
、
質
問
議
員
ご
と
に
記
事

の
端
に
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
の
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
「
議
会
だ
よ
り
　

53
」
か
ら
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
、
携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

で
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み

込
む
と
、
質
問
状
況
を
動
画

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紙
面
で
は
文
字
数
に
限
り
が

あ
り
、
一
部
し
か
お
知
ら
せ

で
き
な
い
の
で
、
視
聴
で
き

る
環
境
の
方
は
ご
覧
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
感
想
や
ご
意
見

等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
で
き
れ
ば
当
日
、
議
会
を

傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
議
場

の
雰
囲
気
や
気
に
な
る
質
問
、

答
弁
の
や
り
と
り
を
直
接
見

て
、
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

編
　集
　後
　記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

副
委
員
長

中
　
村
　
久
　
幸

議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会

【
発 

行 

責 

任 

者
】

議
　
　
長

林
田
　
久
富

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

隈
部
　
和
久

中
村
　
久
幸

中
村
　
哲
康

田
中
　
次

金
子
憲
太
郎

吉
田
幸
一
郎

井
上
　
末
喜

市議会Ｑ Ａ＆
一
般
的
に
は
「
質
問
」

と
「
質
疑
」
は
同
じ

よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
議
会
で
は
「
質
問
」

と
「
質
疑
」
で
は
少
し
違
っ

た
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
で
言
う
「
質
問
」
と

は
、
市
長
の
政
策
や
自
治
体

業
務
全
般
に
わ
た
っ
て
市
長

や
執
行
機
関
に
口
頭
で
疑
問

点
を
問
い
た
だ
し
た
り
、
議

員
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
（
一
般
質
問
や
緊
急
質
問
）

を
言
い
、
一
般
質
問
は
定
例

議
会
で
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
質
疑
」
は
、
開

催
さ
れ
て
い
る
議
会
に
お
い

て
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件

に
対
し
て
の
み
口
頭
で
疑
問

点
を
問
い
た
だ
す
こ
と
を
言

い
、
定
例
会
、
臨
時
会
の
ど

ち
ら
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
「
質
問
」「
質
疑
」
の

ど
ち
ら
も
議
長
の
許
可
を
得

た
上
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ Q
議
会
で
の「
質
問
」と「
質
疑
」は

ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

次回の定例会は
11月30日
開会の予定です

電話 0957-73-6611
詳しくは議会事務局へお尋ねください。

人
　事
　案
　件

人
権
擁
護
委
員
任
期
（
令
和
３
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
12
月
31
日
）

酒井　久 氏
（加津佐町）

渡邊　林 氏
（深江町）

議会だより№57の訂正について

●７ページ、髙木和惠議員の一般質問　本文２行目

（誤）親切団地 → （正）新切団地

　令和２年９月 14 日発行の南島原市議会だより№57 の一部に誤りが
ありましたので、次のとおり訂正し、深くお詫び申し上げます。

訂正
箇所

No.
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一般会計歳入歳出決算
356億9,687万1千円

令和元年度

歳 出 歳 入

（A）
（B）
（C）
（D）
（E）
（F）
（G）
（H）
（ I）

人 件 費
物 件 費
維持補修費
扶 助 費
補 助 費 等
投資的経費
公 債 費
繰 出 金
そ の 他

令和元年度一般会計決算
区　分

合　計

決算額 構成比

（単位：千円、％）《歳出内訳》

（単位：千円）将来にわたる財政負担

（前年度比9.1％増）歳　入　総　額：
337億7,686万9千円（前年度比9.6％増）歳　出　総　額：
19億2,000万2千円（前年度比1.1％増）歳入歳出差引額：
15億9,188万3千円（前年度比2.5％減）実 質 収 支 額：

区　分 令和元年度末 前 年 度 末

4,127,356
3,156,305
255,734
5,938,447
4,233,842
7,281,623
4,873,215
2,958,434
951,913

33,776,869

21,365,338
4,503,250
472,037

19,957,893
5,666,613
432,616

12.2
9.3
0.8
17.6
12.5
21.6
14.4
8.8
2.8

100.0

（A）
（B）
（C）
（D）
（E）
（F）
（G）
（H）
（ I）
（J）

市 税
分担金・負担金
使用料・手数料
地方譲与税
各種交付金
地方交付税
国・県支出金
繰 入 金
市 債
そ の 他

令和元年度一般会計決算
区　分

合　計

合　計

決算額 構成比

（単位：千円、％）《歳入内訳》

3,625,421
93,514
493,481
250,703
874,212

12,862,074
6,337,187
1,699,125
6,227,100
3,234,054
35,696,871

10.2
0.2
1.4
0.7
2.4
36.0
17.8
4.8
17.5
9.0

100.0

（A）
人件費
12.2% （B）

物件費
9.3%

（D）
扶助費
17.6%

（E）
補助費等
12.5%

（C）
維持補修費
0.8%

（I）
その他2.8%

（H）
繰出金8.8%

（F）
投資的経費
21.6%

（G）
公債費
14.4%

特別会計歳入歳出決算令和元年度 

国民健康保険事業 89億2,578万4千円［歳 入 総 額]

86億2,362万9千円［歳 出 総 額]

3億215万5千円［実質収支額]区　分 令和元年度末
18,879 世帯
 44,887人
8,474 世帯
16,079人
　35.8％

▲    ８
▲808
▲196
▲626
▲ 0.8

世帯
人
世帯
人
%

前年度比
総 　 世 　 帯
総 　 人 　口
国 保世帯数
国保人口合計
国 保加入率

宅地開発事業

下水道事業

2,123万4千円［歳 入 総 額]

549万8千円［歳 出 総 額]

0千円［実質収支額]

旧口之津第一小学校跡地を人口減少対策とし
て宅地造成・販売するための基本計画を策定

1,573万6千円は翌年度に繰り越し

6億1,421万9千円［歳 入 総 額]

5億2,226万2千円［歳 出 総 額]

7,972万2千円［実質収支額]
1,223万5千円は翌年度に繰り越し

旧口之津第一小学校跡地

下水道工事

後期高齢者医療
6億4,466万4千円［歳 入 総 額]

6億4,123万3千円［歳 出 総 額]

343万1千円［実質収支額]

市 債 現 在 高
債務負担行為
人口一人当たり（円）※
※人口一人当たりの市債現在高

（単位：千円）積立金の状況
基 金 名 令和元年度末 前年度末

3,491,131
5,606,616
8,155,552
17,253,299

3,490,286
7,072,533
7,512,692
18,075,511

財政調整基金
減  債  基  金
特定目的基金

（A）市税
10.2%

（J）
その他
9.0%

（F）
地方交付税
36.0%（G）

国・県支出金
17.8%

（H）繰入金
4.8%

（I）市債
17.5%

（D）
地方譲与税
0.7%

（B）分担金・負担金
　　0.2%

（C）使用料・手数料
　　1.4%

（E）
各種交付金
2.4%
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

現
　
　
　

現
在
、
児
童
や
生
徒

が
通
学
路
に
使
用
し
て
い
る

道
に
お
い
て
、
危
険
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
南

島
原
市
内
の
全
児
童
・
生
徒

が
使
用
す
る
通
学
路
に
お
い

て
、
そ
の
全
て
の
危
険
箇
所

を
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
各
小
・
中
学
校
に

お
い
て
は
、
毎
年
度
、
定
期

的
に
教
職
員
が
通
学
路
安
全

点
検
を
行
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し

な
が
ら
危
険
箇
所
を
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理

者
、
警
察
、
防
災
担
当
部
局

な
ど
と
南
島
原
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
を
組
織
し
、
市

内
の
小
・
中
学
校
区
を
４
地

区
に
分
け
、
毎
年
度
１
地
区

を
対
象
に
通
学
路
の
合
同
点

検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
を

把
握
し
て
い
る
。
な
お
、
南

島
原
市
通
学
路
安
全
推
進
会

議
で
把
握
し
た
危
険
箇
所

は
、
平
成
28
年
度
以
降
78
か

所
で
、
こ
の
う
ち
43
か
所
、

55
％
に
つ
い
て
は
、
既
に
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　農
林
課
に
農
業
戦
略

班
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

農
業
戦
略
班
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
農
業
戦
略
班

の
活
動
と
成
果
と
し
て
は
、

新
規
作
物
で
は
、
深
江
町
で

バ
ナ
ナ
の
栽
培
を
取
り
組
ま

れ
て
い
る
農
業
法
人
を
支
援

し
て
お
り
、
今
月
中
に
は
バ

ナ
ナ
の
植
栽
が
始
ま
る
予
定

で
あ
る
。
次
に
、
６
次
産
業

化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
で

は
、
平
成
30
年
度
は
６
次
産

業
化
の
補
助
を
行
っ
た
事
業

件
数
ゼ
ロ
件
に
対
し
て
、
令

和
元
年
度
は
５
件
の
実
績
を

上
げ
て
い
る
。次
に
、ス
マ
ー

ト
農
業
で
は
、
昨
年
度
、
市

単
独
事
業
と
し
て
農
業
者
の

環
境
制
御
機
器
導
入
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年

度
は
農
林
水
産
省
の
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
採
択
を
受
け
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
収
穫
や
選
別
を
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と

で
、
業
務
省
力
化
や
生
産
性

の
向
上
を
構
築
で
き
る
よ
う

関
係
団
体
と
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

議
員

現在、PR動画の制作中であり、
様々な媒体で発信して知名度
アップを図っていく。

原城跡の今後の
展望、戦略は

市
長

農
林
水
産
部
長

中 村 哲 康 議員

教
育
長

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

バナナの栽培（深江町）

農
業
振
興
に
つ
い
て

現
　
　
　

一
般
質
問
の
前
に
、

布
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に

つ
い
て
は
、
市
長
も
ご
存
じ

の
と
お
り
、
こ
こ
二
十
年
来

子
供
た
ち
や
一
般
も
、
砂
ぼ

こ
り
の
中
で
練
習
や
試
合
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
度
、
市

長
の
理
解
を
頂
き
、
散
水
施

設
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
長
崎
県
で
は
負
け
な
い

よ
う
な
立
派
な
施
設
が
出
来

上
が
り
、
す
ば
ら
し
い
大
会

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
し
、
関
係
者
一

同
に
代
わ
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　
　
　打
ち
上
げ
に
際
し
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
市
内
で
は
毎
年
夏
に

な
る
と
花
火
を
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
か
所

あ
る
が
、
こ
の
打
ち
上
げ
花

火
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
消

防
署
等
の
指
導
に
従
っ
て
、

安
全
に
留
意
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
ま
た
地
元
関
係
者

の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
前
提
に
実
施
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　
　
　今
回
、
そ
の
大
会
を

実
施
す
る
布
津
町
実
行
委
員

会
の
会
長
と
、
高
校
を
退
職

し
た
先
生
が
、
文
書
だ
け
を

漁
協
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
。

今
ま
で
が
実
施
計
画
を
ち
ゃ

ん
と
せ
ず
に
や
っ
て
い
た
た

め
、
花
火
の
燃
え
か
す
が
船

に
落
ち
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
じ
ゃ
不
十
分
で
あ

る
、
何
で
実
施
計
画
を
持
っ

て
こ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
漁
協
役
員
会
と
し

て
は
承
諾
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
断
っ
た

と
こ
ろ
、
地
元
議
員
と
私
の

仲
が
悪
い
か
ら
花
火
大
会
は

さ
せ
な
い
と
言
い
ふ
ら
さ
れ

た
。
し
か
し
、
燃
え
か
す
が

船
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
た

り
、転
落
防
止
策
を
し
た
り
、

ち
ゃ
ん
と
実
施
計
画
を
作
成

し
て
持
っ
て
来
ら
れ
れ
ば
、

反
対
す
る
理
由
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
必
ず
地

元
の
関
係
機
関
の
了
解
を
得

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が

前
提
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず

は
そ
の
地
元
の
了
解
を
得
て

い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

市政を問う

地
域
振
興
部
長

吉 岡 　 巖 議員

布
津
町
の
花
火
大
会
に

つ
い
て

散水栓試運転の様子（布津グラウンド）

市
長

一般会計補正予算（第6号）
補正額 増額
令和２年度 

22億1,858万4千円
新型コロナウイルス感染症対策に関連する経費として

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）令和２年度 

●地域医療介護総合確保基金事業補助金
●市税のモバイル決済収納導入など

●肥育・繁殖農家に対する支援
●中小・小規模事業者等事業継続支援金…申請期限を
　翌年２月末まで延長する
●放課後児童健全育成事業補助金
●利子補給補助金など

感染防止に要する経費 1億4,142万8千円

事業継続支援に要する経費 1億7,006万7千円

●新生児子育て応援特別給付金…令和２年４月２８日から
　令和３年４月１日に生まれた新生児に１０万円を支給
●国民健康保険税の減免…主たる生計維持者の事業収入等が
　前年比で３割以上減少が見込まれる世帯に減免を行う
　対象年度：令和元年度「令和２年２月１日～３月３１日」
　及び令和２年度

生活支援に要する経費 6,770万2千円

●電子地域通貨導入事業…キャッシュレス化の推進と市民の
　消費活動の市外流出を抑制するため、電子地域通貨を導入
　する

経済支援に要する経費

新型コロナウイルス感染症の影響に
よる国民健康保険税の減免に係る予算

2億3,731万8千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）令和２年度 
令和元年度の出納整理期間に保険料の納付があった分を
令和２年度に繰り越して広域連合へ納付する分

4,268万2千円増額

343万1千円増額
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一
般
質
問

現
　
　
　

現
在
、
児
童
や
生
徒

が
通
学
路
に
使
用
し
て
い
る

道
に
お
い
て
、
危
険
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
南

島
原
市
内
の
全
児
童
・
生
徒

が
使
用
す
る
通
学
路
に
お
い

て
、
そ
の
全
て
の
危
険
箇
所

を
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
各
小
・
中
学
校
に

お
い
て
は
、
毎
年
度
、
定
期

的
に
教
職
員
が
通
学
路
安
全

点
検
を
行
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し

な
が
ら
危
険
箇
所
を
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理

者
、
警
察
、
防
災
担
当
部
局

な
ど
と
南
島
原
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
を
組
織
し
、
市

内
の
小
・
中
学
校
区
を
４
地

区
に
分
け
、
毎
年
度
１
地
区

を
対
象
に
通
学
路
の
合
同
点

検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
を

把
握
し
て
い
る
。
な
お
、
南

島
原
市
通
学
路
安
全
推
進
会

議
で
把
握
し
た
危
険
箇
所

は
、
平
成
28
年
度
以
降
78
か

所
で
、
こ
の
う
ち
43
か
所
、

55
％
に
つ
い
て
は
、
既
に
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　農
林
課
に
農
業
戦
略

班
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

農
業
戦
略
班
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
農
業
戦
略
班

の
活
動
と
成
果
と
し
て
は
、

新
規
作
物
で
は
、
深
江
町
で

バ
ナ
ナ
の
栽
培
を
取
り
組
ま

れ
て
い
る
農
業
法
人
を
支
援

し
て
お
り
、
今
月
中
に
は
バ

ナ
ナ
の
植
栽
が
始
ま
る
予
定

で
あ
る
。
次
に
、
６
次
産
業

化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
で

は
、
平
成
30
年
度
は
６
次
産

業
化
の
補
助
を
行
っ
た
事
業

件
数
ゼ
ロ
件
に
対
し
て
、
令

和
元
年
度
は
５
件
の
実
績
を

上
げ
て
い
る
。次
に
、ス
マ
ー

ト
農
業
で
は
、
昨
年
度
、
市

単
独
事
業
と
し
て
農
業
者
の

環
境
制
御
機
器
導
入
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年

度
は
農
林
水
産
省
の
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
採
択
を
受
け
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
収
穫
や
選
別
を
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と

で
、
業
務
省
力
化
や
生
産
性

の
向
上
を
構
築
で
き
る
よ
う

関
係
団
体
と
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

議
員

現在、PR動画の制作中であり、
様々な媒体で発信して知名度
アップを図っていく。

原城跡の今後の
展望、戦略は

市
長

農
林
水
産
部
長

中 村 哲 康 議員

教
育
長

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

バナナの栽培（深江町）

農
業
振
興
に
つ
い
て

現
　
　
　

一
般
質
問
の
前
に
、

布
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に

つ
い
て
は
、
市
長
も
ご
存
じ

の
と
お
り
、
こ
こ
二
十
年
来

子
供
た
ち
や
一
般
も
、
砂
ぼ

こ
り
の
中
で
練
習
や
試
合
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
度
、
市

長
の
理
解
を
頂
き
、
散
水
施

設
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
長
崎
県
で
は
負
け
な
い

よ
う
な
立
派
な
施
設
が
出
来

上
が
り
、
す
ば
ら
し
い
大
会

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
し
、
関
係
者
一

同
に
代
わ
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　
　
　打
ち
上
げ
に
際
し
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
市
内
で
は
毎
年
夏
に

な
る
と
花
火
を
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
か
所

あ
る
が
、
こ
の
打
ち
上
げ
花

火
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
消

防
署
等
の
指
導
に
従
っ
て
、

安
全
に
留
意
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
ま
た
地
元
関
係
者

の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
前
提
に
実
施
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　
　
　今
回
、
そ
の
大
会
を

実
施
す
る
布
津
町
実
行
委
員

会
の
会
長
と
、
高
校
を
退
職

し
た
先
生
が
、
文
書
だ
け
を

漁
協
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
。

今
ま
で
が
実
施
計
画
を
ち
ゃ

ん
と
せ
ず
に
や
っ
て
い
た
た

め
、
花
火
の
燃
え
か
す
が
船

に
落
ち
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
じ
ゃ
不
十
分
で
あ

る
、
何
で
実
施
計
画
を
持
っ

て
こ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
漁
協
役
員
会
と
し

て
は
承
諾
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
断
っ
た

と
こ
ろ
、
地
元
議
員
と
私
の

仲
が
悪
い
か
ら
花
火
大
会
は

さ
せ
な
い
と
言
い
ふ
ら
さ
れ

た
。
し
か
し
、
燃
え
か
す
が

船
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
た

り
、転
落
防
止
策
を
し
た
り
、

ち
ゃ
ん
と
実
施
計
画
を
作
成

し
て
持
っ
て
来
ら
れ
れ
ば
、

反
対
す
る
理
由
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
必
ず
地

元
の
関
係
機
関
の
了
解
を
得

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が

前
提
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず

は
そ
の
地
元
の
了
解
を
得
て

い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

市政を問う

地
域
振
興
部
長

吉 岡 　 巖 議員

布
津
町
の
花
火
大
会
に

つ
い
て

散水栓試運転の様子（布津グラウンド）

市
長

一般会計補正予算（第6号）
補正額 増額
令和２年度 

22億1,858万4千円
新型コロナウイルス感染症対策に関連する経費として

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）令和２年度 

●地域医療介護総合確保基金事業補助金
●市税のモバイル決済収納導入など

●肥育・繁殖農家に対する支援
●中小・小規模事業者等事業継続支援金…申請期限を
　翌年２月末まで延長する
●放課後児童健全育成事業補助金
●利子補給補助金など

感染防止に要する経費 1億4,142万8千円

事業継続支援に要する経費 1億7,006万7千円

●新生児子育て応援特別給付金…令和２年４月２８日から
　令和３年４月１日に生まれた新生児に１０万円を支給
●国民健康保険税の減免…主たる生計維持者の事業収入等が
　前年比で３割以上減少が見込まれる世帯に減免を行う
　対象年度：令和元年度「令和２年２月１日～３月３１日」
　及び令和２年度

生活支援に要する経費 6,770万2千円

●電子地域通貨導入事業…キャッシュレス化の推進と市民の
　消費活動の市外流出を抑制するため、電子地域通貨を導入
　する

経済支援に要する経費

新型コロナウイルス感染症の影響に
よる国民健康保険税の減免に係る予算

2億3,731万8千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）令和２年度 
令和元年度の出納整理期間に保険料の納付があった分を
令和２年度に繰り越して広域連合へ納付する分

4,268万2千円増額

343万1千円増額
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

市民の要望に応えていくこと
が大事であると考えている。

来年度予算編成について、
道路補修など市民の求め
る要望に応えていくべき
市
長

現
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
終
息
が
見
通
せ
な

い
な
か
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
は
大
き
く
企
業
収
益
の
悪

化
は
地
方
税
の
税
収
減
と
な

り
、
自
治
体
財
政
へ
の
影
響

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
財

政
課
題
と
中
長
期
的
な
財
政

見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
が
長
期
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
歳
入
歳
出
と
も
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
そ
の
為
に
も

国
の
今
後
の
方
針
な
ど
情
報

を
注
視
し
、
年
度
、
年
度
に

お
い
て
色
々
な
節
減
を
組
み

合
わ
せ
、
厳
し
い
な
が
ら
も

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
な
財
政
運
営
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
と

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も

大
型
事
業
だ
け
で
な
く
、
道

路
補
修
な
ど
市
民
の
求
め
る

要
望
に
対
し
応
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
来
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
財
政
計
画
に
基
づ
い

て
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
要

望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
年
七
月
、
九
州
を

中
心
に
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
各
地
に
多
く
の
住
居
等
建

物
の
浸
水
・
倒
壊
・
河
川
堤

防
の
決
壊
な
ど
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
。

こ
う
し
た
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
河
川
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
や
、
河
川
内
の
巨
大
雑

草
の
除
去
な
ど
維
持
管
理
が

重
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
河
川
の
適
正
な
維
持

管
理
と
し
て
、
河
川
内
の
竹

木
・
雑
草
を
取
り
除
い
た
り
、

河
川
の
流
水
断
面
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
防
災
に
直
結

す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
、
国
に

お
い
て
創
設
さ
れ
た
緊
急
浚

渫
推
進
事
業
は
、
市
が
管
理

す
る
準
用
河
川
や
、
普
通
河

川
等
の
浚
渫
経
費
に
つ
い

て
、
合
併
特
例
債
よ
り
有
利

な
地
方
債
が
創
設
さ
れ
た
の

で
、積
極
的
に
活
用
し
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
。

　
　
　
こ
の
起
債
を
積
極
的

に
活
用
し
、
河
川
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

柴 田 恭 成 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

高江川（北有馬町）

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

市
長

総事業費は
21億9,000万円の予定。

給食センターの事業費は、
当初約11億8,400万！
現時点の総事業費を

現
　
　
　

前
回
、
市
民
が
指
定

し
た
口
座
番
号
で
は
な
い
口

座
に
振
り
込
ん
で
い
た
事
を

確
認
し
た
が「
手
違
い
が
あ
っ

た
」
そ
の
こ
と
の
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
税
金
等
を
引

き
落
と
さ
れ
る
口
座
で
照
合

し
て
い
て
、
職
員
の
手
違
い

が
あ
っ
た
。

　
　
　
市
民
が
届
け
た
口
座

番
号
は
何
か
に
移
し
て
銀
行

等
へ
渡
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
申
請
書
か
ら

定
額
給
付
金
を
管
理
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
特
別
に

組
み
、
そ
の
中
に
全
員
の
振

り
込
む
べ
き
口
座
を
入
力
し

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
金
融
機
関
に
送
る
。

　
　
　
担
当
職
員
は
、
今
回

私
達
が
届
け
た
口
座
番
号
以

外
、
す
べ
て
の
口
座
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
市
に
は
、公
金

を
受
け
取
る
口
座
と
し
て
登
録

し
て
あ
る
の
で
、
他
の
口
座
が

あ
る
こ
と
を
把
握
で
き
る
。
口

座
番
号
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
税
務
課
の
仕
事
で
は

な
い
。
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

の
作
業
。個
人
情
報
の
漏
洩
。

市
民
の
方
は
、
納
得
さ
れ
た

か
、
わ
か
ら
な
い
が
、
一
応

説
明
は
し
て
み
る
。

　
　
　
前
回
、
堂
山
・
新
切
、

２
つ
の
団
地
の
自
治
会
長
を
市

長
が
委
嘱
し
て
い
る
。
27
年

ま
で
は
正
規
の
報
酬
を
支
払
っ

て
い
な
い
の
で
報
酬
条
例
違
反

と
思
う
（※

28
年
度
か
ら
は

正
規
な
額
を
支
給
）
と
、
私

の
考
え
を
述
べ
て
副
市
長
に

答
弁
を
求
め
た
。副
市
長
は「
違

反
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え

な
い
」
根
拠
は
「
手
数
料
条

例
を
準
用
す
る
よ
う
な
格
好

で
処
理
さ
れ
て
い
る
」と
、答
弁
。

一
般
質
問
終
了
後
、
訂
正
の

発
言
が
あ
っ
た
。
副
市
長
、

ど
う
い
う
答
弁
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
本
来
的
に
は
「
報

酬
条
例
」
と
い
う
べ
き
と
こ

ろ
を「
手
数
料
条
例
」と
誤
っ

て
答
弁
し
た
。

　
　
　
市
長
が
自
治
会
の
代

表
者
に
委
嘱
状
を
渡
し
て
い

れ
ば
報
酬
条
例
通
り
支
給
す

べ
き
と
思
う
。

　
　
　
　
27
年
ま
で
は
、
旧

有
家
町
か
ら
引
き
継
ぐ
格
好

で
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
本
当
に
正
規
な
報
酬

が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
新
切
団
地
と
堂
山

団
地
の
代
表
者
に
対
し
て
は

均
等
割
が
支
払
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
　
　
総
務
部
長
に
答
弁
を

求
め
る
。

　
　
　
　
　
前
回
、
私
が
市

民
生
活
部
長
の
と
き
答
弁
し

た
の
は
、
委
嘱
す
れ
ば
特
別

職
、
特
別
職
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
支
払
う
の

は
、
相
当
で
あ
る
と
見
解
を

申
し
上
げ
た
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

髙 木 和 惠 議員

特
別
定
額
給
付
金
の

振
り
込
み
に
つ
い
て

副
市
長
の
答
弁
の
訂
正

に
つ
い
て

教
育
次
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

総
務
部
長

現
　
　
　

来
年
の
２
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
電
子
通
貨
と
は
ど
の
よ

う
な
事
業
か
。

　
　
　
本
市
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
後
継
者
不

足
な
ど
の
諸
問
題
が
急
速
に

進
行
し
て
い
る
た
め
、
人
の

流
出
だ
け
で
は
な
く
、
お
金

の
流
出
も
抑
制
す
る
新
し
い

経
済
活
動
と
し
て
、
親
和
銀

行
、
十
八
銀
行
、
福
岡
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、商
工
会
、

ミ
ナ
サ
ポ
、
南
島
原
市
の
６

者
で
電
子
地
域
通
貨
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
市
内
で

の
み
使
用
で
き
る
電
子
通
貨

を
使
っ
て
地
域
の
活
性
化
を

目
指
そ
う
と
す
る
事
業
。

　
　
　
　
　
　「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
（
南
島
原
市
の
通
貨
、

み
ん
な
の
コ
イ
ン
）」
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
買
い
物
が
で
き
る
地

域
限
定
の
通
貨
を
い
い
、
現

金
を
持
た
ず
に
買
い
物
が
で

き
る
新
し
い
支
払
方
法
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま

で
ど
お
り
現
金
で
の
買
い
物

も
で
き
る
。

　
　
　
高
齢
者
が
詐
欺
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
る
心
配
が
あ

る
の
で
、
制
度
に
つ
い
て
は

事
業
所
や
市
民
に
し
っ
か
り

と
周
知
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
市
民
の
皆
様

に
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
き
め
細
か
に
周
知

を
行
う
。
ま
た
、
最
近
の
報

道
を
受
け
、
銀
行
と
は
更
な

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
必

要
性
も
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
最
近
の
報
道

を
見
て
い
る
と
、
各
地
で
医

療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
、

ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
す
る

差
別
と
か
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
で
の
状
況
は
。

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
医
療

関
係
者
や
介
護
関
係
者
、
ま

た
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
差

別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
　
こ
の
件
に
関
し
て
は

広
報
紙
に
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
字
が
小
さ
か
っ
た
の

で
も
う
少
し
大
き
く
し
た
も

の
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
関
連

の
詐
欺
事
件
も
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
注
意
喚
起
を
含
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
是
非
、
出

し
て
ほ
し
い
。

議
員

議
員

議
員

金子 憲太郎 議員

地
域
限
定
電
子
通
貨「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
」事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
に
つ
い
て

市
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

「ＭＩＮＡコイン」
事業のメリットは

地域のお金を地元で循環
させることで、地域経済の
活性化につながる。

市
長

議
員

MINAコイン（ミナコ）

現
　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
本
年
度
歳
入
の
見

込
み
は
。

　
　
　
観
光
業
や
飲
食
業
な

ど
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動

停
滞
に
よ
り
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
や
そ
う
め
ん

製
造
業
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
影
響
は
無
く
、
現
時
点
で

徴
収
猶
予
な
ど
の
相
談
件
数

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
起
因
す
る
税
収
の
落

ち
込
み
は
少
な
い
も
の
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、

国
費
等
の
公
共
事
業
や
補
助

金
等
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
今
の
と
こ
ろ
、

そ
う
い
っ
た
情
報
は
な
い
。

　
　
　
導
入
の
目
的
は
。

　
　
　
　
　
　
市
内
は
、
人

口
減
少
と
過
疎
化
に
よ
り
消

費
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、

地
域
通
貨
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
市
内
で
消
費
し
て
も
ら

い
、
お
金
を
市
内
で
回
す
と

い
う
こ
と
で
、
経
済
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

　
　
　
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
、

チ
ャ
ー
ジ
機
や
口
座
の
振
替

で
電
子
マ
ネ
ー
を
補
充
し
て
、

買
い
物
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
行
い
、
南
島
原
市
内
限
定

で
利
用
で
き
る
仕
組
み
。

　
　
　
１
％
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
が
出
ど
こ
ろ
は
ど

こ
か
。

　
　
　
　
　
　
金
融
機
関
か

ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
補
正
予
算
の
電
子
通

貨
関
連
約
２
億
円
の
内
訳
は
。

　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
改

修
と
、
一
番
大
き
な
金
額
を

占
め
て
い
る
の
は
、
地
域
通

貨
導
入
の
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
金

額
の
50
％
を
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
付
与
を
す
る
予
算
で
あ
る
。

　
　
　
買
い
物
以
外
に
、
市

税
や
使
用
料
、
手
数
料
、
水

道
料
金
な
ど
も
、
電
子
通
貨

で
払
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
や
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
民
の
中
に
は
、
市

外
で
店
舗
を
持
ち
営
業
さ
れ

て
い
る
方
が
い
る
が
、
そ
こ

で
電
子
通
貨
は
使
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
は
対
象

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
市
民
税
を
納
め
て
い

る
市
内
業
者
で
あ
れ
ば
、
市

外
で
営
業
し
て
い
る
店
舗
で

あ
っ
て
も
使
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

吉田 幸一郎 議員

南
島
原
市
電
子
通
貨

通
称『
ミ
ナ
コ
』に
つ
い
て

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

MINAコイン（ミナコ）相関図

市
長

真に必要な施策事業に
予算配分していく。

令和３年度予算
の基本方針は

市
長

市
長

議
員

議
員

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

市民の要望に応えていくこと
が大事であると考えている。

来年度予算編成について、
道路補修など市民の求め
る要望に応えていくべき
市
長

現
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
終
息
が
見
通
せ
な

い
な
か
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
は
大
き
く
企
業
収
益
の
悪

化
は
地
方
税
の
税
収
減
と
な

り
、
自
治
体
財
政
へ
の
影
響

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
財

政
課
題
と
中
長
期
的
な
財
政

見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
が
長
期
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
歳
入
歳
出
と
も
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
そ
の
為
に
も

国
の
今
後
の
方
針
な
ど
情
報

を
注
視
し
、
年
度
、
年
度
に

お
い
て
色
々
な
節
減
を
組
み

合
わ
せ
、
厳
し
い
な
が
ら
も

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
な
財
政
運
営
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
と

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も

大
型
事
業
だ
け
で
な
く
、
道

路
補
修
な
ど
市
民
の
求
め
る

要
望
に
対
し
応
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
来
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
財
政
計
画
に
基
づ
い

て
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
要

望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
年
七
月
、
九
州
を

中
心
に
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
各
地
に
多
く
の
住
居
等
建

物
の
浸
水
・
倒
壊
・
河
川
堤

防
の
決
壊
な
ど
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
。

こ
う
し
た
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
河
川
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
や
、
河
川
内
の
巨
大
雑

草
の
除
去
な
ど
維
持
管
理
が

重
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
河
川
の
適
正
な
維
持

管
理
と
し
て
、
河
川
内
の
竹

木
・
雑
草
を
取
り
除
い
た
り
、

河
川
の
流
水
断
面
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
防
災
に
直
結

す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
、
国
に

お
い
て
創
設
さ
れ
た
緊
急
浚

渫
推
進
事
業
は
、
市
が
管
理

す
る
準
用
河
川
や
、
普
通
河

川
等
の
浚
渫
経
費
に
つ
い

て
、
合
併
特
例
債
よ
り
有
利

な
地
方
債
が
創
設
さ
れ
た
の

で
、積
極
的
に
活
用
し
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
。

　
　
　
こ
の
起
債
を
積
極
的

に
活
用
し
、
河
川
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

柴 田 恭 成 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

高江川（北有馬町）

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

市
長

総事業費は
21億9,000万円の予定。

給食センターの事業費は、
当初約11億8,400万！
現時点の総事業費を

現
　
　
　

前
回
、
市
民
が
指
定

し
た
口
座
番
号
で
は
な
い
口

座
に
振
り
込
ん
で
い
た
事
を

確
認
し
た
が「
手
違
い
が
あ
っ

た
」
そ
の
こ
と
の
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
税
金
等
を
引

き
落
と
さ
れ
る
口
座
で
照
合

し
て
い
て
、
職
員
の
手
違
い

が
あ
っ
た
。

　
　
　
市
民
が
届
け
た
口
座

番
号
は
何
か
に
移
し
て
銀
行

等
へ
渡
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
申
請
書
か
ら

定
額
給
付
金
を
管
理
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
特
別
に

組
み
、
そ
の
中
に
全
員
の
振

り
込
む
べ
き
口
座
を
入
力
し

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
金
融
機
関
に
送
る
。

　
　
　
担
当
職
員
は
、
今
回

私
達
が
届
け
た
口
座
番
号
以

外
、
す
べ
て
の
口
座
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
市
に
は
、公
金

を
受
け
取
る
口
座
と
し
て
登
録

し
て
あ
る
の
で
、
他
の
口
座
が

あ
る
こ
と
を
把
握
で
き
る
。
口

座
番
号
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
税
務
課
の
仕
事
で
は

な
い
。
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

の
作
業
。個
人
情
報
の
漏
洩
。

市
民
の
方
は
、
納
得
さ
れ
た

か
、
わ
か
ら
な
い
が
、
一
応

説
明
は
し
て
み
る
。

　
　
　
前
回
、
堂
山
・
新
切
、

２
つ
の
団
地
の
自
治
会
長
を
市

長
が
委
嘱
し
て
い
る
。
27
年

ま
で
は
正
規
の
報
酬
を
支
払
っ

て
い
な
い
の
で
報
酬
条
例
違
反

と
思
う
（※

28
年
度
か
ら
は

正
規
な
額
を
支
給
）
と
、
私

の
考
え
を
述
べ
て
副
市
長
に

答
弁
を
求
め
た
。副
市
長
は「
違

反
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え

な
い
」
根
拠
は
「
手
数
料
条

例
を
準
用
す
る
よ
う
な
格
好

で
処
理
さ
れ
て
い
る
」と
、答
弁
。

一
般
質
問
終
了
後
、
訂
正
の

発
言
が
あ
っ
た
。
副
市
長
、

ど
う
い
う
答
弁
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
本
来
的
に
は
「
報

酬
条
例
」
と
い
う
べ
き
と
こ

ろ
を「
手
数
料
条
例
」と
誤
っ

て
答
弁
し
た
。

　
　
　
市
長
が
自
治
会
の
代

表
者
に
委
嘱
状
を
渡
し
て
い

れ
ば
報
酬
条
例
通
り
支
給
す

べ
き
と
思
う
。

　
　
　
　
27
年
ま
で
は
、
旧

有
家
町
か
ら
引
き
継
ぐ
格
好

で
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
本
当
に
正
規
な
報
酬

が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
新
切
団
地
と
堂
山

団
地
の
代
表
者
に
対
し
て
は

均
等
割
が
支
払
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
　
　
総
務
部
長
に
答
弁
を

求
め
る
。

　
　
　
　
　
前
回
、
私
が
市

民
生
活
部
長
の
と
き
答
弁
し

た
の
は
、
委
嘱
す
れ
ば
特
別

職
、
特
別
職
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
支
払
う
の

は
、
相
当
で
あ
る
と
見
解
を

申
し
上
げ
た
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

髙 木 和 惠 議員

特
別
定
額
給
付
金
の

振
り
込
み
に
つ
い
て

副
市
長
の
答
弁
の
訂
正

に
つ
い
て

教
育
次
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

副
市
長

副
市
長

副
市
長

総
務
部
長

現
　
　
　

来
年
の
２
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
電
子
通
貨
と
は
ど
の
よ

う
な
事
業
か
。

　
　
　
本
市
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
後
継
者
不

足
な
ど
の
諸
問
題
が
急
速
に

進
行
し
て
い
る
た
め
、
人
の

流
出
だ
け
で
は
な
く
、
お
金

の
流
出
も
抑
制
す
る
新
し
い

経
済
活
動
と
し
て
、
親
和
銀

行
、
十
八
銀
行
、
福
岡
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、商
工
会
、

ミ
ナ
サ
ポ
、
南
島
原
市
の
６

者
で
電
子
地
域
通
貨
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
市
内
で

の
み
使
用
で
き
る
電
子
通
貨

を
使
っ
て
地
域
の
活
性
化
を

目
指
そ
う
と
す
る
事
業
。

　
　
　
　
　
　「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
（
南
島
原
市
の
通
貨
、

み
ん
な
の
コ
イ
ン
）」
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
買
い
物
が
で
き
る
地

域
限
定
の
通
貨
を
い
い
、
現

金
を
持
た
ず
に
買
い
物
が
で

き
る
新
し
い
支
払
方
法
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま

で
ど
お
り
現
金
で
の
買
い
物

も
で
き
る
。

　
　
　
高
齢
者
が
詐
欺
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
る
心
配
が
あ

る
の
で
、
制
度
に
つ
い
て
は

事
業
所
や
市
民
に
し
っ
か
り

と
周
知
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
市
民
の
皆
様

に
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
き
め
細
か
に
周
知

を
行
う
。
ま
た
、
最
近
の
報

道
を
受
け
、
銀
行
と
は
更
な

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
必

要
性
も
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
最
近
の
報
道

を
見
て
い
る
と
、
各
地
で
医

療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
、

ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
す
る

差
別
と
か
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
で
の
状
況
は
。

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
医
療

関
係
者
や
介
護
関
係
者
、
ま

た
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
差

別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
　
こ
の
件
に
関
し
て
は

広
報
紙
に
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
字
が
小
さ
か
っ
た
の

で
も
う
少
し
大
き
く
し
た
も

の
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
関
連

の
詐
欺
事
件
も
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
注
意
喚
起
を
含
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
是
非
、
出

し
て
ほ
し
い
。

議
員

議
員

議
員

金子 憲太郎 議員

地
域
限
定
電
子
通
貨「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
」事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
に
つ
い
て

市
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

「ＭＩＮＡコイン」
事業のメリットは

地域のお金を地元で循環
させることで、地域経済の
活性化につながる。

市
長

議
員

MINAコイン（ミナコ）

現
　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
本
年
度
歳
入
の
見

込
み
は
。

　
　
　
観
光
業
や
飲
食
業
な

ど
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動

停
滞
に
よ
り
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
や
そ
う
め
ん

製
造
業
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
影
響
は
無
く
、
現
時
点
で

徴
収
猶
予
な
ど
の
相
談
件
数

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
起
因
す
る
税
収
の
落

ち
込
み
は
少
な
い
も
の
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、

国
費
等
の
公
共
事
業
や
補
助

金
等
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
今
の
と
こ
ろ
、

そ
う
い
っ
た
情
報
は
な
い
。

　
　
　
導
入
の
目
的
は
。

　
　
　
　
　
　
市
内
は
、
人

口
減
少
と
過
疎
化
に
よ
り
消

費
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、

地
域
通
貨
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
市
内
で
消
費
し
て
も
ら

い
、
お
金
を
市
内
で
回
す
と

い
う
こ
と
で
、
経
済
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

　
　
　
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
、

チ
ャ
ー
ジ
機
や
口
座
の
振
替

で
電
子
マ
ネ
ー
を
補
充
し
て
、

買
い
物
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
行
い
、
南
島
原
市
内
限
定

で
利
用
で
き
る
仕
組
み
。

　
　
　
１
％
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
が
出
ど
こ
ろ
は
ど

こ
か
。

　
　
　
　
　
　
金
融
機
関
か

ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
補
正
予
算
の
電
子
通

貨
関
連
約
２
億
円
の
内
訳
は
。

　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
改

修
と
、
一
番
大
き
な
金
額
を

占
め
て
い
る
の
は
、
地
域
通

貨
導
入
の
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
金

額
の
50
％
を
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
付
与
を
す
る
予
算
で
あ
る
。

　
　
　
買
い
物
以
外
に
、
市

税
や
使
用
料
、
手
数
料
、
水

道
料
金
な
ど
も
、
電
子
通
貨

で
払
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
や
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
民
の
中
に
は
、
市

外
で
店
舗
を
持
ち
営
業
さ
れ

て
い
る
方
が
い
る
が
、
そ
こ

で
電
子
通
貨
は
使
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
は
対
象

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
市
民
税
を
納
め
て
い

る
市
内
業
者
で
あ
れ
ば
、
市

外
で
営
業
し
て
い
る
店
舗
で

あ
っ
て
も
使
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

吉田 幸一郎 議員

南
島
原
市
電
子
通
貨

通
称『
ミ
ナ
コ
』に
つ
い
て

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

MINAコイン（ミナコ）相関図

市
長

真に必要な施策事業に
予算配分していく。

令和３年度予算
の基本方針は

市
長

市
長

議
員

議
員

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長



　
　
　島
鉄
跡
地
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
計
画
の
予
算

は
、
我
々
に
説
明
し
た
金
額

（
約
35
億
円
）で
、
本
当
に
建

設
で
き
る
の
か
。

　
　
　
本
年
度
測
量
設
計
に

入
り
、
道
路
設
計
も
進
め
て

い
る
が
、
総
事
業
費
と
し
て

そ
の
金
額
で
完
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
有
馬
商
跡
の
多
目
的

運
動
広
場
計
画
は
、
当
初
の

議
会
へ
の
説
明
や
、
市
広
報

紙
で
市
民
へ
告
知
し
た
内
容

よ
り
、
設
備
や
規
模
を
縮
小

し
な
が
ら
も
、
事
業
費
は
約
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

そのときの情勢に応じ、どの
ような支援が適当なのか検討
しなければと考えている。

コロナで影響を受けられた
方に今後も独自の支援対策
を取っていただきたい
市
長

　
　
　
県
内
の
景
気
予
想
調

査
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
最
低
で
あ
っ
た
景
気

が
、
こ
の
７
月
か
ら
８
、
９

月
期
に
は
少
し
は
戻
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
業
種
別
で
は
、
宿

泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
売

上
げ
が
増
加
し
て
い
る
が
、

飲
食
店
な
ど
は
戻
っ
て
い
な

い
状
況
と
の
報
告
等
が
あ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
一
時
的
な
支

援
で
あ
っ
て
も
少
し
は
回
復

し
て
い
る
と
の
思
い
が
し
て

い
る
。
国
、
そ
れ
か
ら
市
独

自
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
よ

り
、
南
島
原
市
全
体
と
し
て

ど
の
程
度
効
果
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
そ
れ
な
り
の
影
響

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
、
業

者
の
中
に
出
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も

各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
持
続
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
継
続

的
な
支
援
が
今
後
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
本
市
の
飲
食
業
関
係

の
方
の
話
で
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等

が
な
く
な
り
、
売
上
げ
が
非

常
に
減
少
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
今
後
、
状
況
な
ど
考
慮
し

独
自
の
支
援
対
策
を
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
か
を
見
極
め
、

そ
の
と
き
の
情
勢
に
応
じ
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
適
当
な

の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
北
有
馬
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
室
の
温
度
が
32

度
か
ら
35
度
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、こ
の
事
に
つ
い
て
、

改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
室
温
が
高
い
の

で
い
く
ら
か
で
も
下
げ
ら
れ

な
い
か
、
窓
に
断
熱
フ
ィ
ル

ム
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、

換
気
扇
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
の
増
設
な
ど
今
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
衛
生
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
早

急
に
対
処
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
機
器
等
の
納
入
に

期
間
が
か
か
る
場
合
は
、
調

理
員
を
増
員
し
、
休
憩
時
間

を
多
く
す
る
な
ど
、
勤
務
時

間
の
調
整
な
ど
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

北有馬学校給食センター

大
型
事
業
に
つ
い
て

市
長

市
長

３
億
円
も
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
維
持
費
が
毎
年

１
千
２
百
万
程
必
要
で
あ

る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
、
国
は
莫
大
な
赤
字
国
債

を
発
行
し
、
経
済
は
戦
後
最

大
の
落
ち
込
み
で
、
回
復
の

兆
し
が
見
え
な
い
業
種
も
多

い
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
の

現
在
、
こ
れ
ら
の
大
型
事
業

に
つ
い
て
は
執
行
を
猶
予

し
、
国
の
動
静
を
見
極
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
有
馬
商
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
、廃
校
後
、様
々

な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。

私
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
づ
く
り
等
、
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
、
市
民
が
集

い
憩
う
場
、
ま
た
市
外
か
ら

の
誘
客
施
設
と
し
て
必
要
で

あ
り
、
地
元
の
中
・
高
校
や
、

サ
ッ
カ
ー
協
会
、
ひ
ま
わ
り

観
光
協
会
等
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
計
画
ど
お
り
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
来
年
９
月
に
運
用
開

始
と
な
る
が
、
不
測
の
事
態
が

起
こ
っ
た
と
き
へ
の
対
応
と
し

て
、
深
江
セ
ン
タ
ー
と
の
併
用

を
想
定
し
た
計
画
を
検
討
し
、

作
成
し
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
一
セ
ン
タ
ー
で
滞
り

な
く
運
営
す
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
万
一
の
事
態
に
即
応
で

き
る
よ
う
な
対
応
は
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
こ
の
計
画
は
、
大
き

な
課
題
を
残
し
た
ま
ま
可
決

さ
れ
た
。
平
成
26
年
の
端
緒

に
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
現
在

ま
で
の
、
時
系
列
に
基
づ
い

た
総
括
を
行
い
、
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
都
度
、
説
明
し

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

隈 部 和 久議員

教
育
次
長

現
　
　
　現
在
取
り
組
ん
で
い

る
大
型
事
業
４
事
業
に
つ
い

て
総
事
業
費
の
額
を
伺
う
。

　
　
　
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
整
備
事
業
が
約
35
億

円
、
有
家
小
学
校
建
設
事
業

が
約
29
億
７
千
万
円
、
学
校

給
食
関
連
施
設
整
備
事
業
が

用
地
費
な
ど
を
除
い
て
20
億

７
千
万
円
、
多
目
的
運
動
広

場
整
備
事
業
が
約
11
億
６
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
総
事
業

費
の
財
源
の
内
訳
と
、
国
の

補
助
、
そ
の
他
補
助
や
起
債

の
交
付
税
措
置
も
差
し
引
い

た
市
の
負
担
額
は
い
く
ら

か
。

（
財
源
内
訳
表
を
参
照
）

　
　
　
学
校
給
食
関
連
施
設

の
用
地
費
等
を
含
め
た
総
事

業
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
設
計
監
理
費
、

事
務
費
等
を
合
わ
せ
約
21
億

９
千
万
円
に
な
る
。

　
　
　
今
後
、
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
対
象
者
の
見
直
し
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
自
動
車
の
運
転
免
許

自
主
返
納
者
を
対
象
者
に
、

さ
ら
に
原
付
バ
イ
ク
だ
け
の

自
主
返
納
者
も
ま
た
対
象
に

拡
大
し
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
今
、
小
学
校
の
統
廃

合
が
進
ん
で
、
多
く
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
児
童
の
送
迎

で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

バ
ス
は
市
の
所
有
だ
が
、
運

行
業
者
は
委
託
な
の
で
相
談

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
児
童

の
送
迎
時
間
の
空
い
て
い
る

時
間
帯
を
使
っ
て
、
交
通
弱

者
の
移
動
手
段
に
活
用
で
き

な
い
か
。
コ
ー
ス
や
乗
降
場

所
、
回
数
や
料
金
な
ど
様
々

な
課
題
は
あ
る
と
思
う
が
、

検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
も

様
々
な
制
約
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
詳
し
く
は
、
こ
こ
で

表
現
で
き
な
い
が
、
利
用
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
こ

と
も
含
め
て
検
討
を
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

議
員

議
員

中 村 久 幸 議員

高
齢
者・障
害
者
等
交
通

費
助
成
利
用
券
に
つ
い
て

市
長

市
長

議
員

議
員

財　源　内　訳　表
事　業　名 総事業費

自転車歩行者専用
道路整備事業

有家小学校建設事業

学校給食関連施設
整備事業

多目的運動広場
整備事業

35億円

29億
7千万円
21億
9千万円
11億
6千万円

国庫

21億円

4億
1千万円

0

0

起債

14億円

24億
2千万円
19億
6千万円
10億
2千万円

その他補助

0

0

0

8千万円

一般財源

0

1億
4千万円
2億
3千万円

6千万円

市負担額
4億
2千万円
8億6千
6百万円
8億1千
8百万円
3億6千
6百万円

　
　
　

　
　
　
有
馬
商
業
跡
地
の
多

目
的
運
動
広
場
の
総
事
業
費

は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
11
億
６
千
万
円

で
あ
る
。

　
　
　
年
間
管
理
費
は
。

　
　
　
　
　
１
，
１
７
０
万

ぐ
ら
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
利
用
収
入
の
見
込
み

は
。

　
　
　
　
　
２
３
０
万
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
11
億
６
千
万
の
事
業

費
で
収
入
が
２
３
０
万
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
健
康
対
策

は
わ
か
る
が
、
今
新
型
コ
ロ

ナ
で
騒
い
で
い
る
時
に
、
再

考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
本
市
の

高
齢
化
率
は
。

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
率
は

39
％
だ
と
思
う
。

　
　
　
負
の
財
産
に
な
る
施

設
は
い
ら
な
い
と
思
う
が
、

見
直
す
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
　
今
回
の
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
進
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
や
め
ろ
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
「
見
直

し
を
」と
言
っ
て
い
る
。次
に
、

島
鉄
跡
地
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
整
備
費
総
額
は
35
億
だ

が
、
維
持
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
通
常
管
理
は
草

刈
り
程
度
で
、
現
在
年
間
百
万

円
か
ら
１
千
万
円
程
度
だ
が
、

整
備
後
は
多
く
て
も
半
分
以
下

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度
事
業

採
択
を
受
け
、
測
量
設
計
費
を

要
求
、
満
額
予
算
が
付
き
令
和

３
年
度
か
ら
工
事
着
工
予
定
。

　
　
　
見
直
し
を
。

　
　
　
全
世
帯
に
給
付
さ
れ

た
と
思
う
が
、
今
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
８
月
11
日
を

も
っ
て
申
請
の
受
付
を
終
了

し
、
給
付
率
99
・
８
％
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
２
年
４
月
28
日

か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま

で
の
新
生
児
に
対
し
、
市
長

の
温
か
い
気
持
ち
で
10
万
円

を
配
布
す
る
と
思
う
が
現
状

を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
４
月
28
日
以

降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
出
生
届
等
で
確
認

し
て
市
か
ら
通
知
を
出
し
て

申
請
し

て
頂
く

こ
と
に

し
て
い

る
。

　
　
　
年
１
回
の
防
災
対
策

現
地
視
察
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
為
中
止
し
た
。
危
険
箇

所
の
現
状
把
握
は
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
特
定
健
診
の
受
診
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度

受
診
率
は
46
・
１
％
、
令
和

元
年
度
６
月
末
現
在
で
45
・

１
％
で
あ
る
。

　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
特

定
健
診
を
受
け
る
よ
う
促
進

し
て
頂
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

松 永 忠 次 議員

福
祉
保
健
部
長

市
長

今回のこの計画については
進めていこうと思っている。

大型事業の見直
しを

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

地
域
振
興
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

建
設
部
長

田 中 次 　 議員

副
市
長

副
市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

新
給
食
セ
ン
タ
ー
関
連

その都度説明して
きた。

新給食センター
建設について総
括すべき
市
長

制約も含め利用可
能か検討する。

交通弱者の移動手段
にスクールバスを活
用できないか
市
長

そ
の
他
質
問

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

　
計
画
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

・
市
成
人
式
に
つ
い
て

そ
の
他
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
対

　す
る
本
市
の
教
育
に
つ
い
て

令和2年南島原市成人式
特別定額給付金の
申請をしてください

大
型
事
業
に
つ
い
て

大
型
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

特
定
健
診
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

議
員

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

議
員

議
員

議
員



　
　
　島
鉄
跡
地
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
計
画
の
予
算

は
、
我
々
に
説
明
し
た
金
額

（
約
35
億
円
）で
、
本
当
に
建

設
で
き
る
の
か
。

　
　
　
本
年
度
測
量
設
計
に

入
り
、
道
路
設
計
も
進
め
て

い
る
が
、
総
事
業
費
と
し
て

そ
の
金
額
で
完
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
有
馬
商
跡
の
多
目
的

運
動
広
場
計
画
は
、
当
初
の

議
会
へ
の
説
明
や
、
市
広
報

紙
で
市
民
へ
告
知
し
た
内
容

よ
り
、
設
備
や
規
模
を
縮
小

し
な
が
ら
も
、
事
業
費
は
約
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

そのときの情勢に応じ、どの
ような支援が適当なのか検討
しなければと考えている。

コロナで影響を受けられた
方に今後も独自の支援対策
を取っていただきたい
市
長

　
　
　
県
内
の
景
気
予
想
調

査
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
最
低
で
あ
っ
た
景
気

が
、
こ
の
７
月
か
ら
８
、
９

月
期
に
は
少
し
は
戻
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
業
種
別
で
は
、
宿

泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
売

上
げ
が
増
加
し
て
い
る
が
、

飲
食
店
な
ど
は
戻
っ
て
い
な

い
状
況
と
の
報
告
等
が
あ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
一
時
的
な
支

援
で
あ
っ
て
も
少
し
は
回
復

し
て
い
る
と
の
思
い
が
し
て

い
る
。
国
、
そ
れ
か
ら
市
独

自
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
よ

り
、
南
島
原
市
全
体
と
し
て

ど
の
程
度
効
果
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
そ
れ
な
り
の
影
響

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
、
業

者
の
中
に
出
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も

各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
持
続
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
継
続

的
な
支
援
が
今
後
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
本
市
の
飲
食
業
関
係

の
方
の
話
で
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等

が
な
く
な
り
、
売
上
げ
が
非

常
に
減
少
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
今
後
、
状
況
な
ど
考
慮
し

独
自
の
支
援
対
策
を
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
か
を
見
極
め
、

そ
の
と
き
の
情
勢
に
応
じ
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
適
当
な

の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
北
有
馬
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
室
の
温
度
が
32

度
か
ら
35
度
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、こ
の
事
に
つ
い
て
、

改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
室
温
が
高
い
の

で
い
く
ら
か
で
も
下
げ
ら
れ

な
い
か
、
窓
に
断
熱
フ
ィ
ル

ム
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、

換
気
扇
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
の
増
設
な
ど
今
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
衛
生
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
早

急
に
対
処
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
機
器
等
の
納
入
に

期
間
が
か
か
る
場
合
は
、
調

理
員
を
増
員
し
、
休
憩
時
間

を
多
く
す
る
な
ど
、
勤
務
時

間
の
調
整
な
ど
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

北有馬学校給食センター

大
型
事
業
に
つ
い
て

市
長

市
長

３
億
円
も
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
維
持
費
が
毎
年

１
千
２
百
万
程
必
要
で
あ

る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
、
国
は
莫
大
な
赤
字
国
債

を
発
行
し
、
経
済
は
戦
後
最

大
の
落
ち
込
み
で
、
回
復
の

兆
し
が
見
え
な
い
業
種
も
多

い
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
の

現
在
、
こ
れ
ら
の
大
型
事
業

に
つ
い
て
は
執
行
を
猶
予

し
、
国
の
動
静
を
見
極
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
有
馬
商
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
、廃
校
後
、様
々

な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。

私
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
づ
く
り
等
、
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
、
市
民
が
集

い
憩
う
場
、
ま
た
市
外
か
ら

の
誘
客
施
設
と
し
て
必
要
で

あ
り
、
地
元
の
中
・
高
校
や
、

サ
ッ
カ
ー
協
会
、
ひ
ま
わ
り

観
光
協
会
等
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
計
画
ど
お
り
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
来
年
９
月
に
運
用
開

始
と
な
る
が
、
不
測
の
事
態
が

起
こ
っ
た
と
き
へ
の
対
応
と
し

て
、
深
江
セ
ン
タ
ー
と
の
併
用

を
想
定
し
た
計
画
を
検
討
し
、

作
成
し
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
一
セ
ン
タ
ー
で
滞
り

な
く
運
営
す
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
万
一
の
事
態
に
即
応
で

き
る
よ
う
な
対
応
は
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
こ
の
計
画
は
、
大
き

な
課
題
を
残
し
た
ま
ま
可
決

さ
れ
た
。
平
成
26
年
の
端
緒

に
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
現
在

ま
で
の
、
時
系
列
に
基
づ
い

た
総
括
を
行
い
、
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
都
度
、
説
明
し

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

隈 部 和 久議員

教
育
次
長

現
　
　
　現
在
取
り
組
ん
で
い

る
大
型
事
業
４
事
業
に
つ
い

て
総
事
業
費
の
額
を
伺
う
。

　
　
　
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
整
備
事
業
が
約
35
億

円
、
有
家
小
学
校
建
設
事
業

が
約
29
億
７
千
万
円
、
学
校

給
食
関
連
施
設
整
備
事
業
が

用
地
費
な
ど
を
除
い
て
20
億

７
千
万
円
、
多
目
的
運
動
広

場
整
備
事
業
が
約
11
億
６
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
総
事
業

費
の
財
源
の
内
訳
と
、
国
の

補
助
、
そ
の
他
補
助
や
起
債

の
交
付
税
措
置
も
差
し
引
い

た
市
の
負
担
額
は
い
く
ら

か
。

（
財
源
内
訳
表
を
参
照
）

　
　
　
学
校
給
食
関
連
施
設

の
用
地
費
等
を
含
め
た
総
事

業
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
設
計
監
理
費
、

事
務
費
等
を
合
わ
せ
約
21
億

９
千
万
円
に
な
る
。

　
　
　
今
後
、
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
対
象
者
の
見
直
し
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
自
動
車
の
運
転
免
許

自
主
返
納
者
を
対
象
者
に
、

さ
ら
に
原
付
バ
イ
ク
だ
け
の

自
主
返
納
者
も
ま
た
対
象
に

拡
大
し
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
今
、
小
学
校
の
統
廃

合
が
進
ん
で
、
多
く
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
児
童
の
送
迎

で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

バ
ス
は
市
の
所
有
だ
が
、
運

行
業
者
は
委
託
な
の
で
相
談

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
児
童

の
送
迎
時
間
の
空
い
て
い
る

時
間
帯
を
使
っ
て
、
交
通
弱

者
の
移
動
手
段
に
活
用
で
き

な
い
か
。
コ
ー
ス
や
乗
降
場

所
、
回
数
や
料
金
な
ど
様
々

な
課
題
は
あ
る
と
思
う
が
、

検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
も

様
々
な
制
約
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
詳
し
く
は
、
こ
こ
で

表
現
で
き
な
い
が
、
利
用
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
こ

と
も
含
め
て
検
討
を
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

議
員

議
員

中 村 久 幸 議員

高
齢
者・障
害
者
等
交
通

費
助
成
利
用
券
に
つ
い
て

市
長

市
長

議
員

議
員

財　源　内　訳　表
事　業　名 総事業費

自転車歩行者専用
道路整備事業

有家小学校建設事業

学校給食関連施設
整備事業

多目的運動広場
整備事業

35億円

29億
7千万円
21億
9千万円
11億
6千万円

国庫

21億円

4億
1千万円

0

0

起債

14億円

24億
2千万円
19億
6千万円
10億
2千万円

その他補助

0

0

0

8千万円

一般財源

0

1億
4千万円
2億
3千万円

6千万円

市負担額
4億
2千万円
8億6千
6百万円
8億1千
8百万円
3億6千
6百万円

　
　
　

　
　
　
有
馬
商
業
跡
地
の
多

目
的
運
動
広
場
の
総
事
業
費

は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
11
億
６
千
万
円

で
あ
る
。

　
　
　
年
間
管
理
費
は
。

　
　
　
　
　
１
，
１
７
０
万

ぐ
ら
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
利
用
収
入
の
見
込
み

は
。

　
　
　
　
　
２
３
０
万
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
11
億
６
千
万
の
事
業

費
で
収
入
が
２
３
０
万
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
健
康
対
策

は
わ
か
る
が
、
今
新
型
コ
ロ

ナ
で
騒
い
で
い
る
時
に
、
再

考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
本
市
の

高
齢
化
率
は
。

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
率
は

39
％
だ
と
思
う
。

　
　
　
負
の
財
産
に
な
る
施

設
は
い
ら
な
い
と
思
う
が
、

見
直
す
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
　
今
回
の
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
進
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
や
め
ろ
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
「
見
直

し
を
」と
言
っ
て
い
る
。次
に
、

島
鉄
跡
地
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
整
備
費
総
額
は
35
億
だ

が
、
維
持
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
通
常
管
理
は
草

刈
り
程
度
で
、
現
在
年
間
百
万

円
か
ら
１
千
万
円
程
度
だ
が
、

整
備
後
は
多
く
て
も
半
分
以
下

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度
事
業

採
択
を
受
け
、
測
量
設
計
費
を

要
求
、
満
額
予
算
が
付
き
令
和

３
年
度
か
ら
工
事
着
工
予
定
。

　
　
　
見
直
し
を
。

　
　
　
全
世
帯
に
給
付
さ
れ

た
と
思
う
が
、
今
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
８
月
11
日
を

も
っ
て
申
請
の
受
付
を
終
了

し
、
給
付
率
99
・
８
％
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
２
年
４
月
28
日

か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま

で
の
新
生
児
に
対
し
、
市
長

の
温
か
い
気
持
ち
で
10
万
円

を
配
布
す
る
と
思
う
が
現
状

を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
４
月
28
日
以

降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
出
生
届
等
で
確
認

し
て
市
か
ら
通
知
を
出
し
て

申
請
し

て
頂
く

こ
と
に

し
て
い

る
。

　
　
　
年
１
回
の
防
災
対
策

現
地
視
察
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
為
中
止
し
た
。
危
険
箇

所
の
現
状
把
握
は
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
特
定
健
診
の
受
診
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度

受
診
率
は
46
・
１
％
、
令
和

元
年
度
６
月
末
現
在
で
45
・

１
％
で
あ
る
。

　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
特

定
健
診
を
受
け
る
よ
う
促
進

し
て
頂
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

松 永 忠 次 議員

福
祉
保
健
部
長

市
長

今回のこの計画については
進めていこうと思っている。

大型事業の見直
しを

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

地
域
振
興
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

建
設
部
長

田 中 次 　 議員

副
市
長

副
市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

新
給
食
セ
ン
タ
ー
関
連

その都度説明して
きた。

新給食センター
建設について総
括すべき
市
長

制約も含め利用可
能か検討する。

交通弱者の移動手段
にスクールバスを活
用できないか
市
長

そ
の
他
質
問

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

　
計
画
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

・
市
成
人
式
に
つ
い
て

そ
の
他
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
対

　す
る
本
市
の
教
育
に
つ
い
て

令和2年南島原市成人式
特別定額給付金の
申請をしてください

大
型
事
業
に
つ
い
て

大
型
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

特
定
健
診
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

議
員

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

議
員

議
員

議
員
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質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

　　
　
　
駐
車
場
に
行
く
の
に

ぐ
る
っ
と
回
ら
な
く
て
は
い

け
な
く
て
、
と
て
も
不
便
で

あ
る
。

　
　
　
限
ら
れ
た
敷
地
の
中

で
本
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
を

維
持
す
る
為
に
警
察
、
県
な

ど
と
協
議
す
る
中
で
安
全
性

に
配
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

配
置
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
支
所

に
用
事
が
あ
っ
て
行
く
人
は

入
口
の
正
面
か
ら
右
に
入
れ

る
と
便
利
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
状
況

を
見
て
必
要
に
応
じ
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
循
環
線
道
路
の
ほ
う

へ
出
入
口
が
あ
っ
た
ら
便
利

だ
と
思
う
が
。

　
　
　
早
崎
循
環
線
に
通
じ

る
出
入
口
だ
と
思
う
が
、
車

両
通
行
の
流
れ
が
変
わ
り
、
混

雑
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
盆
や
正
月
、
連
休
時

に
は
、
前
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

は
一
か
所
の
出
口
だ
っ
た
の

で
、
出
口
を
増
や
し
た
ほ
う

が
渋
滞
の
緩
和
に
つ
な
が
る

と
思
う
の
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
今
で
き
た
ば

か
り
な
の
で
今
後
の
利
用
の

形
態
を
見
な
が
ら
協
議
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
入
口
の
進
入
禁
止
の

看
板
が
ど
真
ん
中
に
立
っ
て
い

て
、
ど
ち
ら
が
進
入
禁
止
か
分

か
ら
ず
、
逆
走
す
る
人
が
多

い
と
聞
く
が
、
事
故
が
起
き

る
前
に
解
決
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
近
日
中
に
県
が
看
板

を
設
置
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

　
　
　
緑
地
公
園
で
子
供
達

が
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
て

道
路
に
飛
び
出
し
て
大
変
危

険
な
の
で
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
行
く
と
危
な
い
状
況
は
想

定
さ
れ
る
。
公
園
の
設
置
者

が
県
と
い
う
こ
と
な
の
で
県
に

対
し
て
相
談
・
要
望
し
た
い
。

　
　
　
事
故
が
起
き
る
前
に

早
く
県
と
協
議
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

策
を
講
じ
な
が
ら
、
小
規
模

で
い
い
の
で
何
か
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
、
少
し
で
も
景
気
向

上
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
市
と
し
て
は
地
域
の

皆
さ
ん
方
の
活
動
に
、
で
き

る
限
り
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

口之津港ターミナルビル

公
園
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長 口

之
津
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
に
つ
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て

井 上 末 喜 議員

今後の状況を見て
協議していきたい。

口之津ターミナルの
整備について
地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

に
、
最
初
に
加
入
を
し
て
い

た
だ
く
時
に
、
一
人
上
限
２

万
円
の
50
％
で
、
１
万
円
付

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
支

援
金
は
、
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
支
援
を
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
臨
時
交
付
金
の

使
用
す
る
留
意
点
の
中
で
、

事
業
者
等
へ
の
損
失
補
填
を

補
償
す
る
目
的
で
行
う
支
出

経
費
に
は
交
付
金
を
充
当
し

な
い
こ
と
と
い
う
留
意
点
が

あ
る
の
で
、
根
拠
と
し
て
は

ど
の
項
目
を
利
用
す
る
の

か
。

　
　
　
拡
大
防
止
の
支
援
金

に
つ
い
て
、
患
者
が
出
た
こ

と
に
よ
っ
て
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
り
、
風
評
被
害
で

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
や
、
消
毒
、
マ
ス

ク
等
経
費
が
い
ろ
い
ろ
か
か

る
事
に
対
す
る
経
済
支
援
で

あ
り
損
失
補
填
と
い
う
形
は
、

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
チ
ャ
ー
ジ
の
１
億
４
，

７
０
０
万
、
こ
れ
の
財
源
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
あ
る
。

か
、
も
う
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。
派
遣
元
の
部
署
は
、
欠

員
補
充
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
住
ま
い
の
件
だ
が
、

球
磨
村
は
被
災
地
で
あ
り
、

実
際
に
住
め
な
い
た
め
、
球

磨
村
で
、八
代
市
内
の
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り

上
げ
て
、
通
勤
す
る
こ
と
に

な
る
。
欠
員
補
充
の
件
だ
が
、

欠
員
補
充
は
し
て
い
な
い
。

（
地
域
振
興
部
関
係
）

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
チ
ャ

ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
負
担
金
１
億

４
，
７
０
０
万
円
は
。

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
の
運

用
開
始
時
に
お
い
て
、
ユ
ー

ザ
ー
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
チ
ャ
ー
ジ
時
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
た
め
の
負
担

金
で
、
一
ユ
ー
ザ
ー
あ
た
り

２
万
円
を
上
限
に
50
％
を
付

与
す
る
。
運
用
開
始
か
ら
１

カ
月
間
で
１
万
５
千
ユ
ー

ザ
ー
の
獲
得
を
目
指
す
。

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
チ
ャ

ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
件
で
、
１

万
５
千
件
の
加
入
を
目
指
す

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
ポ

イ
ン
ト
を
２
万
円
チ
ャ
ー
ジ

し
て
１
万
円
来
る
の
か
。

　
　
　
ア
プ
リ
促
進
の
た
め

【
議
案
第
77
号
】
南
島
原
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
資
金
利
子
補
給
等
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
事
業
と
し
て
実
施

す
る
事
業
の
対
象
と
な
る
資

金
は
。

　
　
　『
長
崎
県
制
度
資
金

の
う
ち
緊
急
資
金
繰
り
支
援

資
金
』
及
び
『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資

金
』、
日
本
政
策
金
融
公
庫
資

金
の
う
ち
、『
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
』、『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

貸
付
』、『
中
小
企
業
事
業
貸

付
』
を
対
象
と
し
て
い
る
。

【
議
案
第
78
号
】
埋
立
地
用

途
変
更
許
可
申
請
に
係
る
意

見
に
つ
い
て

　
　
　
ど
の
よ
う
に
変
更
す

る
の
か
。

　
　
　
埋
立
地
用
途
変
更
許

可
申
請
に
つ
い
て
は
、「
施
設

配
置
計
画
図
、
変
更
前
」「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
用
地
、
緑
地
、
業
務

施
設
用
地
、
流
通
施
設
用
地
、

商
業
施
設
用
地
、
住
宅
用
地
、

福
利
厚
生
施
設
用
地
、
交
流

施
設
用
地
、
文
化
施
設
用
地
、

下
水
処
理
場
用
地
、
道
路
用

地
、
水
路
用
地
、
護
岸
用
地
」

と
し
て
い
た
用
途
を
、「
施
設

配
置
計
画
図
、
変
更
後
」
の

と
お
り
「
流
通
施
設
用
地
、

業
務
施
設
用
地
、
道
路
用
地
、

水
路
用
地
、
護
岸
用
地
」
に

変
更
す
る
。

　
　
　
市
で
購
入
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
が
、
無

償
な
の
か
。

　
　
　
無
償
で
は
な
い
。
購

入
す
る
時
期
の
土
地
鑑
定
評

価
を
県
が
行
い
、
提
示
さ
れ

た
値
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
出
来
上
が
る
の
は
い

つ
の
予
定
か
。

　
　
　
大
体
令
和
４
年
ま
で

に
は
と
い
う
こ
と
で
、
県
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
流
動
的
。

　
　
　
市
民
に
、
こ
の
こ
と

は
決
定
し
て
か
ら
知
ら
せ
る

の
か
、
市
民
に
も
公
表
し
て

い
る
か
。

　
　
　
公
告
変
更
後
の
図
面

を
長
崎
県
の
本
庁
舎
の
ほ
う

で
、
８
月
28
日
か
ら
３
週
間

閲
覧
と
い
う
形
で
さ
れ
て
い

る
と
お
伺
い
し
て
い
る
。
場

所
は
、
本
庁
と
島
原
振
興
局

と
市
役
所
で
も
出
来
る
。

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　
今
回
の
人
件
費
の
補

正
は
。

　
　
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
に
伴
い
、
被
災
地
復
興

支
援
の
た
め
職
員
を
長
期
に

わ
た
り
派
遣
す
る
た
め
増
額
。

　
　
　
被
災
地
支
援
事
業
の

職
員
派
遣
に
つ
い
て
、
安
全

な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の

答  

弁
答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

【
認
定
第
３
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
宅
地
開
発
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
　
　
委
託
料
測
量
設
計
監

理
委
託
料
、
５
４
９
万
７
，

８
０
０
円
は
。

　
　
　
宅
地
分
譲
地
の
基
本

設
計
業
務
委
託
料
で
、
令
和

元
年
度
は
、
宅
地
開
発
事
業

に
お
け
る
取
付
道
路
整
備
予

定
地
の
調
査
に
不
測
の
日
数

を
要
し
、
詳
細
設
計
の
発
注

に
は
至
っ
て
い
な
い
、
１
，
５

７
３
万
６
千
円
を
令
和
２
年

度
へ
の
繰
越
し
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
、
詳
細
設
計
を

し
て
、
実
際
の
宅
地
造
成
に

か
か
る
時
期
は
。

　
　
　
時
間
を
要
し
て
お

り
、
調
整
が
つ
か
な
い
こ
と

に
は
、
先
に
今
進
め
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
　
予
定
が
つ
か
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
宅
地
造
成

の
そ
れ
が
決
ま
ら
な
い
と
、

道
路
も
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
か
。

　
　
　
用
地
関
係
の
と
こ
ろ

が
、
解
決
が
で
き
な
い
こ
と

に
は
、
事
業
も
先
に
進
ま
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質  

疑
質  

疑
質  

疑

答  

弁
答  

弁

堂崎港埋立地

答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

総
務
委
員
長
報
告

議
案
３
件
を
原
案
可
決
、
認
定
１
件
を
認
定

髙木和惠
委員長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

本市議会
の対応

　本市議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、４月開会の
令和２年第１回臨時会から、換気のための議場開放や、飛沫感染防止のためマ
スク等の着用などを行っております。また、今定例会から質問席と答弁席に飛
沫防止透明アクリル板を設置して、さらなる対策の強化を図っております。

議場の扉を開放して行われている本会議 質問席・答弁席設置の飛沫防止透明アクリル板

マスク等を着用し本会議に出席する議員 議場入口横に設置の手指消毒
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質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

　　
　
　
駐
車
場
に
行
く
の
に

ぐ
る
っ
と
回
ら
な
く
て
は
い

け
な
く
て
、
と
て
も
不
便
で

あ
る
。

　
　
　
限
ら
れ
た
敷
地
の
中

で
本
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
を

維
持
す
る
為
に
警
察
、
県
な

ど
と
協
議
す
る
中
で
安
全
性

に
配
慮
し
た
結
果
、
現
在
の

配
置
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
支
所

に
用
事
が
あ
っ
て
行
く
人
は

入
口
の
正
面
か
ら
右
に
入
れ

る
と
便
利
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
状
況

を
見
て
必
要
に
応
じ
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
循
環
線
道
路
の
ほ
う

へ
出
入
口
が
あ
っ
た
ら
便
利

だ
と
思
う
が
。

　
　
　
早
崎
循
環
線
に
通
じ

る
出
入
口
だ
と
思
う
が
、
車

両
通
行
の
流
れ
が
変
わ
り
、
混

雑
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
盆
や
正
月
、
連
休
時

に
は
、
前
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

は
一
か
所
の
出
口
だ
っ
た
の

で
、
出
口
を
増
や
し
た
ほ
う

が
渋
滞
の
緩
和
に
つ
な
が
る

と
思
う
の
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
今
で
き
た
ば

か
り
な
の
で
今
後
の
利
用
の

形
態
を
見
な
が
ら
協
議
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
入
口
の
進
入
禁
止
の

看
板
が
ど
真
ん
中
に
立
っ
て
い

て
、
ど
ち
ら
が
進
入
禁
止
か
分

か
ら
ず
、
逆
走
す
る
人
が
多

い
と
聞
く
が
、
事
故
が
起
き

る
前
に
解
決
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
近
日
中
に
県
が
看
板

を
設
置
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

　
　
　
緑
地
公
園
で
子
供
達

が
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
て

道
路
に
飛
び
出
し
て
大
変
危

険
な
の
で
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
行
く
と
危
な
い
状
況
は
想

定
さ
れ
る
。
公
園
の
設
置
者

が
県
と
い
う
こ
と
な
の
で
県
に

対
し
て
相
談
・
要
望
し
た
い
。

　
　
　
事
故
が
起
き
る
前
に

早
く
県
と
協
議
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

策
を
講
じ
な
が
ら
、
小
規
模

で
い
い
の
で
何
か
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
、
少
し
で
も
景
気
向

上
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
市
と
し
て
は
地
域
の

皆
さ
ん
方
の
活
動
に
、
で
き

る
限
り
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

口之津港ターミナルビル

公
園
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長 口

之
津
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
に
つ
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て

井 上 末 喜 議員

今後の状況を見て
協議していきたい。

口之津ターミナルの
整備について
地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

に
、
最
初
に
加
入
を
し
て
い

た
だ
く
時
に
、
一
人
上
限
２

万
円
の
50
％
で
、
１
万
円
付

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
支

援
金
は
、
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
支
援
を
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
臨
時
交
付
金
の

使
用
す
る
留
意
点
の
中
で
、

事
業
者
等
へ
の
損
失
補
填
を

補
償
す
る
目
的
で
行
う
支
出

経
費
に
は
交
付
金
を
充
当
し

な
い
こ
と
と
い
う
留
意
点
が

あ
る
の
で
、
根
拠
と
し
て
は

ど
の
項
目
を
利
用
す
る
の

か
。

　
　
　
拡
大
防
止
の
支
援
金

に
つ
い
て
、
患
者
が
出
た
こ

と
に
よ
っ
て
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
り
、
風
評
被
害
で

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
や
、
消
毒
、
マ
ス

ク
等
経
費
が
い
ろ
い
ろ
か
か

る
事
に
対
す
る
経
済
支
援
で

あ
り
損
失
補
填
と
い
う
形
は
、

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
チ
ャ
ー
ジ
の
１
億
４
，

７
０
０
万
、
こ
れ
の
財
源
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
あ
る
。

か
、
も
う
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。
派
遣
元
の
部
署
は
、
欠

員
補
充
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
住
ま
い
の
件
だ
が
、

球
磨
村
は
被
災
地
で
あ
り
、

実
際
に
住
め
な
い
た
め
、
球

磨
村
で
、八
代
市
内
の
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り

上
げ
て
、
通
勤
す
る
こ
と
に

な
る
。
欠
員
補
充
の
件
だ
が
、

欠
員
補
充
は
し
て
い
な
い
。

（
地
域
振
興
部
関
係
）

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
チ
ャ

ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
負
担
金
１
億

４
，
７
０
０
万
円
は
。

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
の
運

用
開
始
時
に
お
い
て
、
ユ
ー

ザ
ー
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
チ
ャ
ー
ジ
時
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
た
め
の
負
担

金
で
、
一
ユ
ー
ザ
ー
あ
た
り

２
万
円
を
上
限
に
50
％
を
付

与
す
る
。
運
用
開
始
か
ら
１

カ
月
間
で
１
万
５
千
ユ
ー

ザ
ー
の
獲
得
を
目
指
す
。

　
　
　
電
子
地
域
通
貨
チ
ャ

ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
件
で
、
１

万
５
千
件
の
加
入
を
目
指
す

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
ポ

イ
ン
ト
を
２
万
円
チ
ャ
ー
ジ

し
て
１
万
円
来
る
の
か
。

　
　
　
ア
プ
リ
促
進
の
た
め

【
議
案
第
77
号
】
南
島
原
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
資
金
利
子
補
給
等
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
事
業
と
し
て
実
施

す
る
事
業
の
対
象
と
な
る
資

金
は
。

　
　
　『
長
崎
県
制
度
資
金

の
う
ち
緊
急
資
金
繰
り
支
援

資
金
』
及
び
『
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資

金
』、
日
本
政
策
金
融
公
庫
資

金
の
う
ち
、『
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
』、『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

貸
付
』、『
中
小
企
業
事
業
貸

付
』
を
対
象
と
し
て
い
る
。

【
議
案
第
78
号
】
埋
立
地
用

途
変
更
許
可
申
請
に
係
る
意

見
に
つ
い
て

　
　
　
ど
の
よ
う
に
変
更
す

る
の
か
。

　
　
　
埋
立
地
用
途
変
更
許

可
申
請
に
つ
い
て
は
、「
施
設

配
置
計
画
図
、
変
更
前
」「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
用
地
、
緑
地
、
業
務

施
設
用
地
、
流
通
施
設
用
地
、

商
業
施
設
用
地
、
住
宅
用
地
、

福
利
厚
生
施
設
用
地
、
交
流

施
設
用
地
、
文
化
施
設
用
地
、

下
水
処
理
場
用
地
、
道
路
用

地
、
水
路
用
地
、
護
岸
用
地
」

と
し
て
い
た
用
途
を
、「
施
設

配
置
計
画
図
、
変
更
後
」
の

と
お
り
「
流
通
施
設
用
地
、

業
務
施
設
用
地
、
道
路
用
地
、

水
路
用
地
、
護
岸
用
地
」
に

変
更
す
る
。

　
　
　
市
で
購
入
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
が
、
無

償
な
の
か
。

　
　
　
無
償
で
は
な
い
。
購

入
す
る
時
期
の
土
地
鑑
定
評

価
を
県
が
行
い
、
提
示
さ
れ

た
値
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
出
来
上
が
る
の
は
い

つ
の
予
定
か
。

　
　
　
大
体
令
和
４
年
ま
で

に
は
と
い
う
こ
と
で
、
県
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
流
動
的
。

　
　
　
市
民
に
、
こ
の
こ
と

は
決
定
し
て
か
ら
知
ら
せ
る

の
か
、
市
民
に
も
公
表
し
て

い
る
か
。

　
　
　
公
告
変
更
後
の
図
面

を
長
崎
県
の
本
庁
舎
の
ほ
う

で
、
８
月
28
日
か
ら
３
週
間

閲
覧
と
い
う
形
で
さ
れ
て
い

る
と
お
伺
い
し
て
い
る
。
場

所
は
、
本
庁
と
島
原
振
興
局

と
市
役
所
で
も
出
来
る
。

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　
今
回
の
人
件
費
の
補

正
は
。

　
　
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
に
伴
い
、
被
災
地
復
興

支
援
の
た
め
職
員
を
長
期
に

わ
た
り
派
遣
す
る
た
め
増
額
。

　
　
　
被
災
地
支
援
事
業
の

職
員
派
遣
に
つ
い
て
、
安
全

な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の

答  

弁
答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  
疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

【
認
定
第
３
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
宅
地
開
発
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
　
　
委
託
料
測
量
設
計
監

理
委
託
料
、
５
４
９
万
７
，

８
０
０
円
は
。

　
　
　
宅
地
分
譲
地
の
基
本

設
計
業
務
委
託
料
で
、
令
和

元
年
度
は
、
宅
地
開
発
事
業

に
お
け
る
取
付
道
路
整
備
予

定
地
の
調
査
に
不
測
の
日
数

を
要
し
、
詳
細
設
計
の
発
注

に
は
至
っ
て
い
な
い
、
１
，
５

７
３
万
６
千
円
を
令
和
２
年

度
へ
の
繰
越
し
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
、
詳
細
設
計
を

し
て
、
実
際
の
宅
地
造
成
に

か
か
る
時
期
は
。

　
　
　
時
間
を
要
し
て
お

り
、
調
整
が
つ
か
な
い
こ
と

に
は
、
先
に
今
進
め
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
　
予
定
が
つ
か
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
宅
地
造
成

の
そ
れ
が
決
ま
ら
な
い
と
、

道
路
も
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
か
。

　
　
　
用
地
関
係
の
と
こ
ろ

が
、
解
決
が
で
き
な
い
こ
と

に
は
、
事
業
も
先
に
進
ま
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質  

疑
質  

疑
質  

疑

答  

弁
答  

弁

堂崎港埋立地

答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

総
務
委
員
長
報
告

議
案
３
件
を
原
案
可
決
、
認
定
１
件
を
認
定

髙木和惠
委員長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

本市議会
の対応

　本市議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、４月開会の
令和２年第１回臨時会から、換気のための議場開放や、飛沫感染防止のためマ
スク等の着用などを行っております。また、今定例会から質問席と答弁席に飛
沫防止透明アクリル板を設置して、さらなる対策の強化を図っております。

議場の扉を開放して行われている本会議 質問席・答弁席設置の飛沫防止透明アクリル板

マスク等を着用し本会議に出席する議員 議場入口横に設置の手指消毒
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け
な
い
と
訴
え
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の

か
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
と
の
差
額
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
も
３
種
類
の
料
金
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
統

一
を
ま
ず
考
え
て
、
そ
れ
に

伴
っ
て
料
金
の
引
き
上
げ
も

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

水
道
料
金
も
含
め
て
今
年
度

か
ら
や
ろ
う
と
検
討
し
て
い

る
が
、
ど
う
し
て
も
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
現
状
で

は
上
げ
る
の
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
、
状
況
を

見
な
が
ら
改
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
業
用
施
設
災
害
11

箇
所
分
の
工
事
費
と
農
地
災

害
43
箇
所
分
の
工
事
費
で
あ

る
。

【
認
定
第
４
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

説
明
　
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
企

業
会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
令
和
元
年
度
は
、
３

月
31
日
の
打
ち
切
り
決
算
と

な
っ
て
お
り
、
特
別
会
計
と

し
て
の
認
定
は
最
後
に
な

る
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
に
大
き
な
格
差

が
あ
り
、
以
前
か
ら
、
こ
れ

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
建
設
部
関
係
）

〈
都
市
計
画
課
関
係
〉

説
明
　
当
初
予
定
で
算
出
し

て
い
た
国
庫
補
助
金
の
内
示

が
、
令
和
２
年
７
月
に
あ
り
、

そ
の
額
に
合
わ
せ
て
土
木
費

国
庫
補
助
金
１
６
２
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
７
月
５
日
か
ら
７
月

８
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
早

期
復
旧
を
図
る
為
の
補
正
予

算
、
現
予
算
額
４
，
１
４
０

万
８
千
円
に
対
し
、
補
正
予

算
額
８
，
９
５
０
万
円
補
正

後
の
予
算
額
１
億
３
，
０
９

０
万
８
千
円
に
よ
り
災
害
復

旧
の
推
進
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

　〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
工
事
費
等
で
あ

る
。

（
農
林
水
産
部
関
係
）

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
事
業
分
担
金
１
８
０
万

円
は
、
本
年
７
月
に
発
生
し

た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
か
か
る

農
地
災
害
43
箇
所
の
工
事
費

の
う
ち
、
補
助
残
に
か
か
る

地
元
分
担
金
２
割
分
で
あ

る
。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
１
億
３
０
０

万
円
は
、
本
年
７
月
に
発
生

し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
お
け

る
、
農
業
用
施
設
災
害
11
箇

所
分
４
，
５
１
０
万
円
と
農

地
災
害
43
箇
所
分
５
，
７
９

０
万
円
の
県
補
助
金
で
あ

る
。

〈
農
林
課
関
係
〉

説
明
　
ヒ
ヨ
ド
リ
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
食
害
と
糞
害

の
対
策
と
し
て
、
新
た
に
制

度
を
創
設
し
た
も
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
和
牛
を
中
心
に
牛
肉
価

格
が
低
下
し
、
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
為
、
肥
育
農
家
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
の
も
の

等
で
あ
る
。

質  

疑

【
認
定
第
６
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

説
明
　
本
会
計
は
、
平
成
30

年
度
会
計
か
ら
、
市
が
経
営

す
る
全
て
の
水
道
事
業
が
地

方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

公
営
企
業
会
計
で
、
本
年
度

で
２
年
目
と
な
る
。
当
年
度

純
利
益
は
、
１
億
６
，
９
７

２
万
３
，７
８
３
円
と
な
り
、

前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
２

億
２
，
４
５
７
万
３
，
５
５

５
円
を
加
え
た
、
当
年
度
末

処
分
利
益
剰
余
金
は
、
３
億

９
，
４
２
９
万
７
，
３
３
８

円
と
な
っ
て
い
る
。

答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

議
案
１
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

中村哲康
委員長

【
認
定
第
２
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
済
が
15
億
８
，
７
６
２
万

９
千
で
収
納
率
が
96
・
５
％
、

そ
し
て
滞
納
繰
越
分
の
収
入

済
額
４
，
３
５
１
万
で
、
こ

の
収
納
率
が
18
・
８
％
と
非

常
に
低
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

そ
れ
と
、
国
民
健
康
保
険
の

短
期
保
険
証
な
ど
は
、
ど
の

く
ら
い
の
発
行
率
な
の
か
。

　
　
　
令
和
２
年
度
で
、
短

期
保
険
証
の
発
行
数
が
３
８

９
件
、
資
格
者
証
が
59
件
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
早

め
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

て
、
な
る
べ
く
納
税
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
分
割
納
付
誓
約
書
も

出
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
ま
で
社
会
保
険
だ
っ
た
人

が
、
会
社
の
都
合
で
や
む
な

く
退
職
を
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
の
減

免
制
度
と
い
う
の
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
相
談
に
来
ら
れ
る
方

が
最
近
増
え
て
い
る
。
誓
約

に
つ
い
て
は
特
段
設
定
を
し

な
か
っ
た
。
本
社
、
委
任
営

業
所
が
市
外
で
あ
っ
て
県
内

の
業
者
に
つ
い
て
は
、「
平
成

30
年
度
以
降
に
同
種
の
受
注

実
績
が
官
公
庁
に
あ
る
こ
と
」

の
条
件
を
付
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
物
品
の

場
合
は
、
市
内
に
は
、
該
当
す

る
業
者
が
い
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
物
品
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
業
者
に

入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
、「
ま

ず
市
内
の
業
者
で
取
扱
い
が

で
き
な
い
か
」
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
７
社
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
７
社
全
て
か
ら
参
考

見
積
を
徴
取
し
た
。
そ
の
結

果
、
提
出
が
あ
っ
た
の
が
１

社
で
、
６
社
に
つ
い
て
は
、

納
品
そ
の
も
の
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を
得

ず
範
囲
を
県
内
と
い
う
こ
と

に
し
て
、
県
内
の
事
業
者
か

ら
も
再
度
見
積
り
を
と
り
、

結
果
的
に
６
社
か
ら
参
考
見

積
が
あ
り
、

そ
の
最
低

価
格
で
設

計
を
行
っ

た
。

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
中
学
校
の
修
学
旅
行

取
消
料
等
補
助
金
31
万
６
千

円
の
算
定
根
拠
は
。

　
　
　
小
学
校
も
含
め
取
消

料
等
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

が
計
画
を
し
て
い
る
修
学
旅

行
で
、
業
者
等
か
ら
見
積
り

を
頂
い
た
も
の
を
合
計
し
、

算
定
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
の
修
学
旅
行

は
小
中
学
校
は
全
部
行
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
本
年
度
は
、
見
直
し

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
教

育
委
員
会
か
ら
指
導
を
行
い
、

各
学
校
で
保
護
者
に
説
明
を

行
い
見
直
し
を
し
て
い
る
。

現
在
の
状
況
は
、
中
学
校
は

次
年
度
に
延
期
、
小
学
校
は

既
に
中
止
の
学
校
が
い
く
つ

か
出
て
お
り
、
検
討
を
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
し
て
は
、
国
も
非
常

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
普
及
率
と
、
今
度
ス
マ

ホ
で
も
決
済
で
き
る
よ
う
に

国
で
検
討
を
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
周
知
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
、
８
月
１
日
現

在
、
申
請
率
が
14
・
２
％
、

交
付
率
が
11
・
２
％
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
普
及
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
当
初
６
月
か
ら
予
定
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響

で
延
期
し
て
お
り
、
10
月
か
ら

全
町
各
自
治
会
の
集
会
所
に

出
向
き
交
付
申
請
を
受
け
付

け
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
る
。

【
議
案
第
82
号
】
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
対
応
教
育
用
端
末
）

説
明
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
き
、
市
内
の
小

中
学
校
の
小
学
４
年
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に
貸

与
す
る
機
器
を
購
入
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
今
年
度
は
持
ち
帰
り

は
な
い
と
思
う
が
、
例
え
ば

来
年
度
の
夏
以
降
、
持
ち
帰

り
を
し
た
と
き
破
損
し
た
場

合
の
補
償
、修
繕
に
つ
い
て
、

基
準
を
つ
く
る
の
か
。

　
　
　
破
損
の
関
係
で
あ
る

が
、
事
前
に
、「
こ
う
い
う
場

合
は
市
で
負
担
す
る
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
保
護
者
で
お

願
い
す
る
。」
と
い
う
よ
う
な

基
準
は
必
要
と
思
っ
て
お
り
、

基
準
を
保
護
者
に
示
し
、
承

諾
を
事
前
に
し
て
い
た
だ
き

貸
与
と
い
う
形
を
と
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い

て
今
後
詰
め
て
い
く
。

　
　
　
今
回
は
、
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
制
限
付
一
般
競

争
入
札
の
条
件
は
。

　
　
　
今
回
の
制
限
に
つ
い

て
は
、
営
業
所
の
所
在
地
に

関
す
る
条
件
と
し
て
、「
長
崎

県
内
に
本
社
ま
た
は
委
任
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
」
と
い

う
の
が
１
点
で
、
そ
れ
か
ら
、

「
実
績
に
関
す
る
条
件
」
も
付

し
て
お
り
、
本
社
ま
た
は
委

任
営
業
所
が
南
島
原
市
内
に

あ
る
業
者
に
は
、
こ
の
実
績

答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  

弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  
疑

書
を
出
さ
れ
た
方
は
あ
る
程

度
そ
の
と
お
り
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
出
さ
れ
た

時
と
状
況
が
変
わ
り
、
長
期

間
滞
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

預
金
調
査
や
財
産
調
査
を
し

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
行
く

よ
う
な
形
で
頑
張
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
を
や
む
な
く
辞

め
ら
れ
た
方
は
、
今
、
国
保

の
減
額
措
置
が
あ
る
。
本
来
、

国
保
税
の
算
出
と
い
う
の
は
、

前
年
の
給
与
と
か
所
得
に

よ
っ
て
算
出
す
る
が
、
リ
ス

ト
ラ
等
受
け
た
方
に
つ
い
て

は
、
３
割
に
減
額
し
て
課
税

を
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
る

の
で
、
そ
の
制
度
に
則
っ
て

お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
議
案

【
議
案
第
80
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
議
案
第
81
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

【
認
定
第
５
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

質  

疑

答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

議
案
４
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

田中次　
委員長

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
出

梅雨前線豪雨による公共土木施設災害

梅雨前線豪雨による農地災害

下水道工事

ヒヨドリの被害があった圃場
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け
な
い
と
訴
え
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の

か
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
と
の
差
額
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
も
３
種
類
の
料
金
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
統

一
を
ま
ず
考
え
て
、
そ
れ
に

伴
っ
て
料
金
の
引
き
上
げ
も

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

水
道
料
金
も
含
め
て
今
年
度

か
ら
や
ろ
う
と
検
討
し
て
い

る
が
、
ど
う
し
て
も
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
現
状
で

は
上
げ
る
の
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
、
状
況
を

見
な
が
ら
改
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
業
用
施
設
災
害
11

箇
所
分
の
工
事
費
と
農
地
災

害
43
箇
所
分
の
工
事
費
で
あ

る
。

【
認
定
第
４
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

説
明
　
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
企

業
会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
令
和
元
年
度
は
、
３

月
31
日
の
打
ち
切
り
決
算
と

な
っ
て
お
り
、
特
別
会
計
と

し
て
の
認
定
は
最
後
に
な

る
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
に
大
き
な
格
差

が
あ
り
、
以
前
か
ら
、
こ
れ

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
建
設
部
関
係
）

〈
都
市
計
画
課
関
係
〉

説
明
　
当
初
予
定
で
算
出
し

て
い
た
国
庫
補
助
金
の
内
示

が
、
令
和
２
年
７
月
に
あ
り
、

そ
の
額
に
合
わ
せ
て
土
木
費

国
庫
補
助
金
１
６
２
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
７
月
５
日
か
ら
７
月

８
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
早

期
復
旧
を
図
る
為
の
補
正
予

算
、
現
予
算
額
４
，
１
４
０

万
８
千
円
に
対
し
、
補
正
予

算
額
８
，
９
５
０
万
円
補
正

後
の
予
算
額
１
億
３
，
０
９

０
万
８
千
円
に
よ
り
災
害
復

旧
の
推
進
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

　〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
工
事
費
等
で
あ

る
。

（
農
林
水
産
部
関
係
）

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
事
業
分
担
金
１
８
０
万

円
は
、
本
年
７
月
に
発
生
し

た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
か
か
る

農
地
災
害
43
箇
所
の
工
事
費

の
う
ち
、
補
助
残
に
か
か
る

地
元
分
担
金
２
割
分
で
あ

る
。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
１
億
３
０
０

万
円
は
、
本
年
７
月
に
発
生

し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
お
け

る
、
農
業
用
施
設
災
害
11
箇

所
分
４
，
５
１
０
万
円
と
農

地
災
害
43
箇
所
分
５
，
７
９

０
万
円
の
県
補
助
金
で
あ

る
。

〈
農
林
課
関
係
〉

説
明
　
ヒ
ヨ
ド
リ
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
食
害
と
糞
害

の
対
策
と
し
て
、
新
た
に
制

度
を
創
設
し
た
も
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
和
牛
を
中
心
に
牛
肉
価

格
が
低
下
し
、
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
為
、
肥
育
農
家
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
の
も
の

等
で
あ
る
。

質  

疑

【
認
定
第
６
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

説
明
　
本
会
計
は
、
平
成
30

年
度
会
計
か
ら
、
市
が
経
営

す
る
全
て
の
水
道
事
業
が
地

方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

公
営
企
業
会
計
で
、
本
年
度

で
２
年
目
と
な
る
。
当
年
度

純
利
益
は
、
１
億
６
，
９
７

２
万
３
，７
８
３
円
と
な
り
、

前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
２

億
２
，
４
５
７
万
３
，
５
５

５
円
を
加
え
た
、
当
年
度
末

処
分
利
益
剰
余
金
は
、
３
億

９
，
４
２
９
万
７
，
３
３
８

円
と
な
っ
て
い
る
。

答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

議
案
１
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

中村哲康
委員長

【
認
定
第
２
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
済
が
15
億
８
，
７
６
２
万

９
千
で
収
納
率
が
96
・
５
％
、

そ
し
て
滞
納
繰
越
分
の
収
入

済
額
４
，
３
５
１
万
で
、
こ

の
収
納
率
が
18
・
８
％
と
非

常
に
低
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

そ
れ
と
、
国
民
健
康
保
険
の

短
期
保
険
証
な
ど
は
、
ど
の

く
ら
い
の
発
行
率
な
の
か
。

　
　
　
令
和
２
年
度
で
、
短

期
保
険
証
の
発
行
数
が
３
８

９
件
、
資
格
者
証
が
59
件
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
早

め
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

て
、
な
る
べ
く
納
税
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
分
割
納
付
誓
約
書
も

出
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
ま
で
社
会
保
険
だ
っ
た
人

が
、
会
社
の
都
合
で
や
む
な

く
退
職
を
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
の
減

免
制
度
と
い
う
の
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
相
談
に
来
ら
れ
る
方

が
最
近
増
え
て
い
る
。
誓
約

に
つ
い
て
は
特
段
設
定
を
し

な
か
っ
た
。
本
社
、
委
任
営

業
所
が
市
外
で
あ
っ
て
県
内

の
業
者
に
つ
い
て
は
、「
平
成

30
年
度
以
降
に
同
種
の
受
注

実
績
が
官
公
庁
に
あ
る
こ
と
」

の
条
件
を
付
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
物
品
の

場
合
は
、
市
内
に
は
、
該
当
す

る
業
者
が
い
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
物
品
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
業
者
に

入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
、「
ま

ず
市
内
の
業
者
で
取
扱
い
が

で
き
な
い
か
」
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
７
社
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
７
社
全
て
か
ら
参
考

見
積
を
徴
取
し
た
。
そ
の
結

果
、
提
出
が
あ
っ
た
の
が
１

社
で
、
６
社
に
つ
い
て
は
、

納
品
そ
の
も
の
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を
得

ず
範
囲
を
県
内
と
い
う
こ
と

に
し
て
、
県
内
の
事
業
者
か

ら
も
再
度
見
積
り
を
と
り
、

結
果
的
に
６
社
か
ら
参
考
見

積
が
あ
り
、

そ
の
最
低

価
格
で
設

計
を
行
っ

た
。

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
中
学
校
の
修
学
旅
行

取
消
料
等
補
助
金
31
万
６
千

円
の
算
定
根
拠
は
。

　
　
　
小
学
校
も
含
め
取
消

料
等
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

が
計
画
を
し
て
い
る
修
学
旅

行
で
、
業
者
等
か
ら
見
積
り

を
頂
い
た
も
の
を
合
計
し
、

算
定
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
の
修
学
旅
行

は
小
中
学
校
は
全
部
行
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
本
年
度
は
、
見
直
し

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
教

育
委
員
会
か
ら
指
導
を
行
い
、

各
学
校
で
保
護
者
に
説
明
を

行
い
見
直
し
を
し
て
い
る
。

現
在
の
状
況
は
、
中
学
校
は

次
年
度
に
延
期
、
小
学
校
は

既
に
中
止
の
学
校
が
い
く
つ

か
出
て
お
り
、
検
討
を
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
し
て
は
、
国
も
非
常

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
普
及
率
と
、
今
度
ス
マ

ホ
で
も
決
済
で
き
る
よ
う
に

国
で
検
討
を
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
周
知
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
、
８
月
１
日
現

在
、
申
請
率
が
14
・
２
％
、

交
付
率
が
11
・
２
％
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
普
及
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
当
初
６
月
か
ら
予
定
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響

で
延
期
し
て
お
り
、
10
月
か
ら

全
町
各
自
治
会
の
集
会
所
に

出
向
き
交
付
申
請
を
受
け
付

け
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
る
。

【
議
案
第
82
号
】
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
対
応
教
育
用
端
末
）

説
明
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
き
、
市
内
の
小

中
学
校
の
小
学
４
年
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に
貸

与
す
る
機
器
を
購
入
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
今
年
度
は
持
ち
帰
り

は
な
い
と
思
う
が
、
例
え
ば

来
年
度
の
夏
以
降
、
持
ち
帰

り
を
し
た
と
き
破
損
し
た
場

合
の
補
償
、修
繕
に
つ
い
て
、

基
準
を
つ
く
る
の
か
。

　
　
　
破
損
の
関
係
で
あ
る

が
、
事
前
に
、「
こ
う
い
う
場

合
は
市
で
負
担
す
る
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
保
護
者
で
お

願
い
す
る
。」
と
い
う
よ
う
な

基
準
は
必
要
と
思
っ
て
お
り
、

基
準
を
保
護
者
に
示
し
、
承

諾
を
事
前
に
し
て
い
た
だ
き

貸
与
と
い
う
形
を
と
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い

て
今
後
詰
め
て
い
く
。

　
　
　
今
回
は
、
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
制
限
付
一
般
競

争
入
札
の
条
件
は
。

　
　
　
今
回
の
制
限
に
つ
い

て
は
、
営
業
所
の
所
在
地
に

関
す
る
条
件
と
し
て
、「
長
崎

県
内
に
本
社
ま
た
は
委
任
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
」
と
い

う
の
が
１
点
で
、
そ
れ
か
ら
、

「
実
績
に
関
す
る
条
件
」
も
付

し
て
お
り
、
本
社
ま
た
は
委

任
営
業
所
が
南
島
原
市
内
に

あ
る
業
者
に
は
、
こ
の
実
績

答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  

弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

書
を
出
さ
れ
た
方
は
あ
る
程

度
そ
の
と
お
り
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
出
さ
れ
た

時
と
状
況
が
変
わ
り
、
長
期

間
滞
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

預
金
調
査
や
財
産
調
査
を
し

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
行
く

よ
う
な
形
で
頑
張
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
を
や
む
な
く
辞

め
ら
れ
た
方
は
、
今
、
国
保

の
減
額
措
置
が
あ
る
。
本
来
、

国
保
税
の
算
出
と
い
う
の
は
、

前
年
の
給
与
と
か
所
得
に

よ
っ
て
算
出
す
る
が
、
リ
ス

ト
ラ
等
受
け
た
方
に
つ
い
て

は
、
３
割
に
減
額
し
て
課
税

を
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
る

の
で
、
そ
の
制
度
に
則
っ
て

お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
議
案

【
議
案
第
80
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
議
案
第
81
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

【
認
定
第
５
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

質  

疑

答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

議
案
４
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

田中次　
委員長

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
出

梅雨前線豪雨による公共土木施設災害

梅雨前線豪雨による農地災害

下水道工事

ヒヨドリの被害があった圃場
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（
福
祉
保
健
部
関
係
）

　
　
　
生
活
保
護
費
国
庫
負

担
金
の
４
億
７
千
万
円
は
、

何
世
帯
の
分
か
。

　
　
　
保
護
世
帯
数
は
現
在

２
９
５
世
帯
、
人
員
が
３
４

０
人
。
こ
こ
近
年
あ
ま
り
変

動
は
な
い
。

（
環
境
水
道
部
関
係
）

　
　
　
浄
化
槽
の
設
置
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
設
置
の
後

の
管
理
は
一
年
間
通
し
て
、

平
均
大
体
ど
れ
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

　
　
　
浄
化
槽
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
、
通
常
７
人
槽

が
南
島
原
市
で
付
い
て
い
る

浄
化
槽
の
一
般
家
庭
だ
と
思

う
が
、
そ
の
中
で
、
保
守
点

検
手
数
料
、
薬
品
代
、
清
掃

費
の
手
数
料
、
電
気
使
用
量

り
、
そ
の
分
を
合
計
し
て
い

る
。ト
ー
タ
ル
で
３
２
７
名
、

延
べ
人
数
に
な
る
。

　
単
価
は
、
期
日
前
投
票
の

平
日
は
、
１
時
間
１
，
７
６

０
円
。
週
休
日
、
い
わ
ゆ
る

投
票
日
は
、
１
，
９
０
０
円

に
な
る
。

　
　
　
当
日
の
開
票
時
に
何

人
従
事
し
て
い
る
の
か
。
職

員
が
携
わ
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
参
議
院
議
員
選
挙
の

開
票
事
務
に
従
事
し
た
職
員

は
、
ト
ー
タ
ル
で
１
０
８
人

で
あ
る
。

主
な
質
疑

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
な
く
て
も
、
消
火

訓
練
な
ど
を
し
た
時
に
も
、

補
助
金
を
交
付
さ
れ
る
の

か
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
活
動

は
、
自
治
会
の
ほ
う
で
自
主

防
災
組
織
と
い
う
こ
と
で
、

申
請
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
23
自
治
会
が
自
主
防
災

組
織
イ
コ
ー
ル
自
治
会
と
い

う
形
で
、
補
助
金
も
支
出
し

て
い
る
。

　

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
有
家
小
学
校
の
建
設

事
業
費
の
説
明
を
。

　
　
　
有
家
小
学
校
校
舎
建

設
事
業
の
事
業
費
は
、
９
億

２
，
２
６
６
万
円
で
、
財
源

は
国
の
公
立
学
校
施
設
整
備

費
負
担
金
が
１
億
１
，
６
６

５
万
３
千
円
。
国
の
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
が
８
６

９
万
２
千
円
。
合
併
特
例
債

が
７
億
５
，
７
４
０
万
円
。
一

般
財
源
が
３
，
９
９
１
万
５

千
円
で
あ
る
。

（
建
設
部
関
係
）

　
　
　
市
営
住
宅
が
最
近
、

傷
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
民
間
に
す
れ
ば
、
改
修

費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
補
助

さ
れ
て
い
る
が
、
今
市
営
住

宅
が
貸
せ
る
状
態
に
あ
る
の

か
、
な
い
の
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
昨
年
、
決
算
書

の
中
で
改
修
工
事
を
さ
れ
た

所
が
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
　
　
現
在
市
で
管
理
し
て

い
る
戸
数
が
、
８
９
５
戸
あ

り
、
そ
の
中
で
、
85
戸
は
老

朽
化
し
た
住
宅
で
貸
せ
な
い
。

昨
年
の
修
繕
の
状
況
は
、
１
，

１
１
１
万
２
，
１
９
６
円
、

２
５
１
件
の
修
善
を
行
っ
て

い
る
。
　
　
　

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
参
議
院
選
挙
の
、
選

挙
事
務
従
事
者
手
当
の
１
，

６
６
２
万
１
，
９
０
０
円
、

３
２
７
名
の
職
員
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
日
だ
け
な
ら
、

１
人
あ
た
り
５
万
８
３
１
円

に
な
る
。
こ
れ
は
、
ど
う
い

う
計
算
を
し
た
の
か
。

　
　
　
こ
の
手
当
に
つ
い
て

は
、
期
日
前
投
票
に
従
事
す

る
職
員
が
お
り
、十
数
日
間
、

期
日
前
投
票
の
期
間
が
あ

答  

弁

質  

疑

答  

弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

合
計
で
５
万
２
，
４
６
０
円

程
度
費
用
と
し
て
見
込
ま
れ

る
。

反
対
討
論

令
和
元
年
度
に
対
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
予
算
が
な
い

の
に
執
行
し
て
い
る
と
、
そ

の
執
行
し
た
金
額
を
業
者
と

変
更
契
約
を
交
わ
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
令
和
元
年
に
、
黙
っ
て

執
行
し
た
分
の
事
業
費
が

入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
入
札
に
対
し

て
は
、
12
月
23
日
に
４
つ
の

入
札
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

の
厨
房
器
具
に
対
し
て
議
会

は
承
認
で
き
な
い
と
い
う
結

果
を
出
し
た
。
そ
の
２
つ
を

理
由
と
し
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
な
し

質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

認
定
第
１
号
「
令
和
元
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
認
定

井上末喜
委員長

開票事務

要望・提案活動の様子（長崎県庁特別応接室）

浄化槽清掃

建設工事中の有家小学校

要望・提案活動の様子（長崎県議会議長室）

中村県知事に要望・提案書を渡す松本市長 瀬川県議会議長に要望・提案書を渡す松本市長

長崎県の施策に関する要望・提案活動

要　望　項　目No.
地域高規格道路「島原天草長島連絡道路（深江町～ロノ津港）」の早期事業化について
雨水・浸水対策について
南島原市自転車歩行者専用道路整備事業について
島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想の推進について
島原手延そうめんの産地振興について
土石流被災家屋保存公園の再整備について
海藻養殖(ワカメ)の種苗改良・生産支援について
畑地帯総合整備事業（担い手育成型）の予算確保について
一般国道２５１号の渋滞緩和及び安全・安心対策について
島原半島の幹線道路網の整備促進について
二級河川の整備について
一般国道３８９号の整備促進について
主要地方道及び一般県道の整備促進について
学校施設環境改善交付金について
国指定等の文化財の保全・活用等に係る財政支援について

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

　南島原市は、平成２１年度から県に対する要望・提案活動を実施しています。本年度も去る８月６日、松本市長、
林田議長をはじめ総勢１３名で長崎県庁を訪れ、市長、議長連名による要望・提案書を県知事・県議会議長に提出し、
各種施策や課題について県の支援をお願いしました。ここでは、その要望項目をご紹介します。
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（
福
祉
保
健
部
関
係
）

　
　
　
生
活
保
護
費
国
庫
負

担
金
の
４
億
７
千
万
円
は
、

何
世
帯
の
分
か
。

　
　
　
保
護
世
帯
数
は
現
在

２
９
５
世
帯
、
人
員
が
３
４

０
人
。
こ
こ
近
年
あ
ま
り
変

動
は
な
い
。

（
環
境
水
道
部
関
係
）

　
　
　
浄
化
槽
の
設
置
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
設
置
の
後

の
管
理
は
一
年
間
通
し
て
、

平
均
大
体
ど
れ
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

　
　
　
浄
化
槽
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
、
通
常
７
人
槽

が
南
島
原
市
で
付
い
て
い
る

浄
化
槽
の
一
般
家
庭
だ
と
思

う
が
、
そ
の
中
で
、
保
守
点

検
手
数
料
、
薬
品
代
、
清
掃

費
の
手
数
料
、
電
気
使
用
量

り
、
そ
の
分
を
合
計
し
て
い

る
。ト
ー
タ
ル
で
３
２
７
名
、

延
べ
人
数
に
な
る
。

　
単
価
は
、
期
日
前
投
票
の

平
日
は
、
１
時
間
１
，
７
６

０
円
。
週
休
日
、
い
わ
ゆ
る

投
票
日
は
、
１
，
９
０
０
円

に
な
る
。

　
　
　
当
日
の
開
票
時
に
何

人
従
事
し
て
い
る
の
か
。
職

員
が
携
わ
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
参
議
院
議
員
選
挙
の

開
票
事
務
に
従
事
し
た
職
員

は
、
ト
ー
タ
ル
で
１
０
８
人

で
あ
る
。

主
な
質
疑

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
な
く
て
も
、
消
火

訓
練
な
ど
を
し
た
時
に
も
、

補
助
金
を
交
付
さ
れ
る
の

か
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
活
動

は
、
自
治
会
の
ほ
う
で
自
主

防
災
組
織
と
い
う
こ
と
で
、

申
請
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
23
自
治
会
が
自
主
防
災

組
織
イ
コ
ー
ル
自
治
会
と
い

う
形
で
、
補
助
金
も
支
出
し

て
い
る
。

　

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
有
家
小
学
校
の
建
設

事
業
費
の
説
明
を
。

　
　
　
有
家
小
学
校
校
舎
建

設
事
業
の
事
業
費
は
、
９
億

２
，
２
６
６
万
円
で
、
財
源

は
国
の
公
立
学
校
施
設
整
備

費
負
担
金
が
１
億
１
，
６
６

５
万
３
千
円
。
国
の
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
が
８
６

９
万
２
千
円
。
合
併
特
例
債

が
７
億
５
，
７
４
０
万
円
。
一

般
財
源
が
３
，
９
９
１
万
５

千
円
で
あ
る
。

（
建
設
部
関
係
）

　
　
　
市
営
住
宅
が
最
近
、

傷
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
民
間
に
す
れ
ば
、
改
修

費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
補
助

さ
れ
て
い
る
が
、
今
市
営
住

宅
が
貸
せ
る
状
態
に
あ
る
の

か
、
な
い
の
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
昨
年
、
決
算
書

の
中
で
改
修
工
事
を
さ
れ
た

所
が
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
　
　
現
在
市
で
管
理
し
て

い
る
戸
数
が
、
８
９
５
戸
あ

り
、
そ
の
中
で
、
85
戸
は
老

朽
化
し
た
住
宅
で
貸
せ
な
い
。

昨
年
の
修
繕
の
状
況
は
、
１
，

１
１
１
万
２
，
１
９
６
円
、

２
５
１
件
の
修
善
を
行
っ
て

い
る
。
　
　
　

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
参
議
院
選
挙
の
、
選

挙
事
務
従
事
者
手
当
の
１
，

６
６
２
万
１
，
９
０
０
円
、

３
２
７
名
の
職
員
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
日
だ
け
な
ら
、

１
人
あ
た
り
５
万
８
３
１
円

に
な
る
。
こ
れ
は
、
ど
う
い

う
計
算
を
し
た
の
か
。

　
　
　
こ
の
手
当
に
つ
い
て

は
、
期
日
前
投
票
に
従
事
す

る
職
員
が
お
り
、十
数
日
間
、

期
日
前
投
票
の
期
間
が
あ

答  

弁

質  

疑

答  

弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

合
計
で
５
万
２
，
４
６
０
円

程
度
費
用
と
し
て
見
込
ま
れ

る
。

反
対
討
論

令
和
元
年
度
に
対
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
予
算
が
な
い

の
に
執
行
し
て
い
る
と
、
そ

の
執
行
し
た
金
額
を
業
者
と

変
更
契
約
を
交
わ
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
令
和
元
年
に
、
黙
っ
て

執
行
し
た
分
の
事
業
費
が

入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
入
札
に
対
し

て
は
、
12
月
23
日
に
４
つ
の

入
札
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

の
厨
房
器
具
に
対
し
て
議
会

は
承
認
で
き
な
い
と
い
う
結

果
を
出
し
た
。
そ
の
２
つ
を

理
由
と
し
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
な
し

質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

認
定
第
１
号
「
令
和
元
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
認
定

井上末喜
委員長

開票事務

要望・提案活動の様子（長崎県庁特別応接室）

浄化槽清掃

建設工事中の有家小学校

要望・提案活動の様子（長崎県議会議長室）

中村県知事に要望・提案書を渡す松本市長 瀬川県議会議長に要望・提案書を渡す松本市長

長崎県の施策に関する要望・提案活動

要　望　項　目No.
地域高規格道路「島原天草長島連絡道路（深江町～ロノ津港）」の早期事業化について
雨水・浸水対策について
南島原市自転車歩行者専用道路整備事業について
島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想の推進について
島原手延そうめんの産地振興について
土石流被災家屋保存公園の再整備について
海藻養殖(ワカメ)の種苗改良・生産支援について
畑地帯総合整備事業（担い手育成型）の予算確保について
一般国道２５１号の渋滞緩和及び安全・安心対策について
島原半島の幹線道路網の整備促進について
二級河川の整備について
一般国道３８９号の整備促進について
主要地方道及び一般県道の整備促進について
学校施設環境改善交付金について
国指定等の文化財の保全・活用等に係る財政支援について

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

　南島原市は、平成２１年度から県に対する要望・提案活動を実施しています。本年度も去る８月６日、松本市長、
林田議長をはじめ総勢１３名で長崎県庁を訪れ、市長、議長連名による要望・提案書を県知事・県議会議長に提出し、
各種施策や課題について県の支援をお願いしました。ここでは、その要望項目をご紹介します。
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コロナ感染症に伴う各種支援

支援策・概要 お問い合わせ先
市民向け
No.

【国民健康保険・後期高齢者医療保険傷病手当金】
支給要件を満たす場合に、傷病手当金を支給します。

市民生活部健康づくリ課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6641

①

【住居確保給付金】
支給要件を満たす場合に、一定期間、家賃相当額を市から家主へ支払います。 

市生活自立相談支援センター
(保護課(有家庁舎1階))
☎0957-73-6656

②

【市営住宅の家賃減免・延納】
収入と世帯人数により市営住宅の家賃を減免、または延納できる場合があります。

建設部都市計画課
(南有馬庁舎3階)
☎0957-73-6677

③

【市営住宅の一時使用】 
一時的に市営住宅を優先的に貸し出します (家賃は入居者負担、敷金免除) 。 

建設部都市計画課
(南有馬庁舎3階)
☎0957-73-6677

④

【国民健康保険税の減免】 
世帯の主たる生計維持者の事業収入・給与収入などが前年より30%以上減少し要件に
該当した世帯の国民健康保険税の全部または一部を減免します。

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑤

【地方税の徴収猶予】
一時的に地方税の納付が困難になった人は、ー年間、徴収の猶予を受けることができます。

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑥

【水道料金・下水道使用料などの支払い猶予】
水道料金、下水道使用料などの支払いが、一時的に困難となった個人や事業者を対象に、
分割納付または支払いの猶予の相談を受け付けます。

環境水道部水道総務課
(南有馬庁舎1階)
☎0957-73-6685

⑦

【市奨学資金の償還猶予】
市奨学資金の償還猶予を受け付けます。 

教育委員会教育総務課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6701

⑧

【就学援助】
市立の小・中学校に就学しているお子様が、学用品費や学校給食の心配をすることなく
義務教育が受けられるよう、 その費用の一部を援助します。 

教育委員会学校教育課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6702

⑨

【布製マスクの無料配布】
妊婦の皆さんに新型コロナウイルス感染症予防のための布製マスクを配布します。 

福祉保健部こども未来課
(有家庁舎1階)
☎0957-73-6652

⑩

【学びの支援】
家庭学習などで、児童・生徒の学びを支援するウェブサイトを紹介しています。

教育委員会学校教育課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6702

⑪

【新型コロナウイルスに便乗した詐欺・悪質商法】
相談を受け付けます 。

南島原市消費生活センター
(西有家庁舎1階市民課内)
☎0957-82-3010

⑫

新型コロナウイルス感染症に伴う支援策について、一覧にまとめました。
※終了した各種支援と9月議会で可決された新規支援は載せていません。 支援策・概要 お問い合わせ先

事業者向け
No.

【宿泊事業者事業持続化支援金】【観光バス等事業者事業持続化支援金】
【民泊事業者事業持続化支援金】
経営が悪化した事業者の事業継続を後押しするため、 支援金を交付します。

地域振興部観光振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6632

①

【中小・小規模事業者等事業継続支援金】
来客の減少などで経営が困窮している業者の事業継続を後押しする支援金を交付します。 

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

②

【農林水産業事業継続支援金】
農業者、漁業者などの皆さんの事業継続を後押しするため、支援金を交付します。

【農業者の相談窓ロ】
農林水産部農林課 ☎0957-73-6661
【漁業者の相談窓ロ】
農林水産部水産課 ☎0957-73-6662
※いずれも有家庁舎2階

③

【送客支援事業】
市内の飲食店で、昼食を利用するツアーを企画する旅行業者に対して、昼食費用の一部を
支援します。 

地域振興部観光振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6632

④

【高収益作物次期作支援交付金事業】
経営が悪化した花き栽培農家に、次期作にかかる資材の購入費などに支援を行います。 

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑤

【花き消費拡大対策事業】
花きの需要が減退しており、花きなどの消費拡大を喚起するための広報・PRについて支援します。

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑥

【肥育農家体質強化対策事業】
牛肉価格が低下していることから、経営体質の強化への取組に対し支援します。

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑦

【水産業経営支援事業】
魚価の低迷で経営に不安を抱える漁業者 (正組合員) に対し、販売手数料にかかる費用を
支援します。

農林水産部水産課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6662

⑧

【雇用維持助成金事業】
従業員を休業させる市内事業者に、国の「雇用調整助成金」および県の「緊急雇用維持助成金」
に市独自の上乗せ助成を行い、事業所負担の軽減と雇用の維持を図ります。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑨

【新型コロナ対策利子補給事業】
経営に大きな影響を受けた市内事業者が、県や日本政策金融公庫の融資制度を利用した場合、
5年間分の利子と償還期間中の保証料の全額を補助します。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑩

【セーフティネット保証 4号、5号に係る認定制度】
【危機関連保証の認定手続き】
認定対象者が保証の認定を受けることで、信用保証協会の一般保証とは別枠での保証が
利用可能となります 。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑪

【地方税の徴収猶予】
一時的に地方税の納付が困難になった人は、1年間、徴収の猶予を受けることができます。 

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑫

【水道料金・下水道使用料などの支払い猶予】 
水道料金、下水道使用料などの支払いが、一時的に困難となった個人や事業者を対象に、
分割納付または支払いの猶予の相談を受け付けます。

環境水道部水道総務課
(南有馬庁舎1階)
☎0957-73-6685

⑬

詳しい内容については各担当窓口に
お問い合わせください。

この件に関する市ホームページのURL
https://www.city.minamishimabara.lg.jp/page8526.html
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コロナ感染症に伴う各種支援

支援策・概要 お問い合わせ先
市民向け
No.

【国民健康保険・後期高齢者医療保険傷病手当金】
支給要件を満たす場合に、傷病手当金を支給します。

市民生活部健康づくリ課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6641

①

【住居確保給付金】
支給要件を満たす場合に、一定期間、家賃相当額を市から家主へ支払います。 

市生活自立相談支援センター
(保護課(有家庁舎1階))
☎0957-73-6656

②

【市営住宅の家賃減免・延納】
収入と世帯人数により市営住宅の家賃を減免、または延納できる場合があります。

建設部都市計画課
(南有馬庁舎3階)
☎0957-73-6677

③

【市営住宅の一時使用】 
一時的に市営住宅を優先的に貸し出します (家賃は入居者負担、敷金免除) 。 

建設部都市計画課
(南有馬庁舎3階)
☎0957-73-6677

④

【国民健康保険税の減免】 
世帯の主たる生計維持者の事業収入・給与収入などが前年より30%以上減少し要件に
該当した世帯の国民健康保険税の全部または一部を減免します。

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑤

【地方税の徴収猶予】
一時的に地方税の納付が困難になった人は、ー年間、徴収の猶予を受けることができます。

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑥

【水道料金・下水道使用料などの支払い猶予】
水道料金、下水道使用料などの支払いが、一時的に困難となった個人や事業者を対象に、
分割納付または支払いの猶予の相談を受け付けます。

環境水道部水道総務課
(南有馬庁舎1階)
☎0957-73-6685

⑦

【市奨学資金の償還猶予】
市奨学資金の償還猶予を受け付けます。 

教育委員会教育総務課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6701

⑧

【就学援助】
市立の小・中学校に就学しているお子様が、学用品費や学校給食の心配をすることなく
義務教育が受けられるよう、 その費用の一部を援助します。 

教育委員会学校教育課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6702

⑨

【布製マスクの無料配布】
妊婦の皆さんに新型コロナウイルス感染症予防のための布製マスクを配布します。 

福祉保健部こども未来課
(有家庁舎1階)
☎0957-73-6652

⑩

【学びの支援】
家庭学習などで、児童・生徒の学びを支援するウェブサイトを紹介しています。

教育委員会学校教育課
(南有馬庁舎2階)
☎0957-73-6702

⑪

【新型コロナウイルスに便乗した詐欺・悪質商法】
相談を受け付けます 。

南島原市消費生活センター
(西有家庁舎1階市民課内)
☎0957-82-3010

⑫

新型コロナウイルス感染症に伴う支援策について、一覧にまとめました。
※終了した各種支援と9月議会で可決された新規支援は載せていません。 支援策・概要 お問い合わせ先

事業者向け
No.

【宿泊事業者事業持続化支援金】【観光バス等事業者事業持続化支援金】
【民泊事業者事業持続化支援金】
経営が悪化した事業者の事業継続を後押しするため、 支援金を交付します。

地域振興部観光振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6632

①

【中小・小規模事業者等事業継続支援金】
来客の減少などで経営が困窮している業者の事業継続を後押しする支援金を交付します。 

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

②

【農林水産業事業継続支援金】
農業者、漁業者などの皆さんの事業継続を後押しするため、支援金を交付します。

【農業者の相談窓ロ】
農林水産部農林課 ☎0957-73-6661
【漁業者の相談窓ロ】
農林水産部水産課 ☎0957-73-6662
※いずれも有家庁舎2階

③

【送客支援事業】
市内の飲食店で、昼食を利用するツアーを企画する旅行業者に対して、昼食費用の一部を
支援します。 

地域振興部観光振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6632

④

【高収益作物次期作支援交付金事業】
経営が悪化した花き栽培農家に、次期作にかかる資材の購入費などに支援を行います。 

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑤

【花き消費拡大対策事業】
花きの需要が減退しており、花きなどの消費拡大を喚起するための広報・PRについて支援します。

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑥

【肥育農家体質強化対策事業】
牛肉価格が低下していることから、経営体質の強化への取組に対し支援します。

農林水産部農林課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6661

⑦

【水産業経営支援事業】
魚価の低迷で経営に不安を抱える漁業者 (正組合員) に対し、販売手数料にかかる費用を
支援します。

農林水産部水産課
(有家庁舎2階)
☎0957-73-6662

⑧

【雇用維持助成金事業】
従業員を休業させる市内事業者に、国の「雇用調整助成金」および県の「緊急雇用維持助成金」
に市独自の上乗せ助成を行い、事業所負担の軽減と雇用の維持を図ります。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑨

【新型コロナ対策利子補給事業】
経営に大きな影響を受けた市内事業者が、県や日本政策金融公庫の融資制度を利用した場合、
5年間分の利子と償還期間中の保証料の全額を補助します。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑩

【セーフティネット保証 4号、5号に係る認定制度】
【危機関連保証の認定手続き】
認定対象者が保証の認定を受けることで、信用保証協会の一般保証とは別枠での保証が
利用可能となります 。

地域振興部商工振興課
(西有家庁舎3階)
☎0957-73-6633

⑪

【地方税の徴収猶予】
一時的に地方税の納付が困難になった人は、1年間、徴収の猶予を受けることができます。 

市民生活部税務課
(西有家庁舎1階)
☎0957-73-6642

⑫

【水道料金・下水道使用料などの支払い猶予】 
水道料金、下水道使用料などの支払いが、一時的に困難となった個人や事業者を対象に、
分割納付または支払いの猶予の相談を受け付けます。

環境水道部水道総務課
(南有馬庁舎1階)
☎0957-73-6685

⑬

詳しい内容については各担当窓口に
お問い合わせください。

この件に関する市ホームページのURL
https://www.city.minamishimabara.lg.jp/page8526.html
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報告第11号 令和元年度南島原市健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について

令和2年  9月16日 受　　理

報告第12号 株式会社ミナサポの経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

報告第13号 株式会社原城振興公社の経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

議案第77号 南島原市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金条例
の制定について

令和2年10月  6日 原案可決

議案第78号 埋立地用途変更許可申請に係る意見について 令和2年10月  6日 原案可決

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

令和２年度南島原市一般会計補正予算（第６号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 令和2年10月  6日 原案可決

財産の取得について（ＧＩＧＡスクール対応教育用端末） 令和2年10月  6日 原案可決

認定第1号 令和元年度南島原市一般会計歳入歳出決算の認定について

ＭＩＮＡコイン

令和2年10月  6日 認　　定

認定第2号 令和元年度南島原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第3号 令和元年度南島原市宅地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第4号 令和元年度南島原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

令和2年10月  6日 認　　定

認定第5号 令和元年度南島原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第6号 令和元年度南島原市水道事業会計決算の認定について 令和2年10月  6日 認　　定

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

発議第4号 「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に
対し地方税財源の確保を求める意見書」の提出について

令和2年10月  6日 原案可決

議員派遣について 令和2年10月  6日 決　　定

閉会中における各委員会の継続調査申出について 令和2年10月  6日 決　　定

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

令和２年第３回南島原市議会定例会議決一覧
18171614121110987654321

〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇―〇〇―〇

○：賛成　×：反対　―：欠席　議席番号13番・15番は欠員

令和２年第３回定例会で意見が分かれた議案の採決

認定第1号 認　　定

議案番号 議決結果

議席番号
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《
反
対
》

　
３
点
さ
せ
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い
た
だ
く
。

　
こ
の
予
算
に
関
係
す
る
事

業
と
し
て
、
口
之
津
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
に
対
す
る
予
算

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
経

過
を
説
明
す
る
。
平
成
29
年

度
口
之
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
の
た
め
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県
と
市
で
口
ノ

津
港
の
埋
立
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さ
れ
て
い

る
。
事
業
費
と
し
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南
島
原

市
は
県
へ
委
託
金
１
億
８
千

万
円
を
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し
て
い
る
。
平

成
30
年
３
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埋
め
立
て
完
了

直
後
、
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下
が
始
ま
り
、

５
月
の
連
休
明
け
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、
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で
30
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、
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均
15

セ
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チ
の
、
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の
発

生
。
12
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日
の
全
協
の
中

で
は
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市
長
は
地
盤
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下
で

は
な
い
と
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明
さ
れ
て
い
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。
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成
31
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予
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６
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け
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い
る
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私
た
ち
が
こ
の

事
業
費
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28
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２
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と
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五
つ
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業
、
事
業
費
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８
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万
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に

か
わ
る
一
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８
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４
０
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い
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説

明
を
、
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ら
っ
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い
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が
、

現
時
点
、
令
和
元
年
に
は
、

20
億
の
予
算
が
つ
け
ら
れ
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い
る
。
そ
の
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と

に
つ
い
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説
明
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求
め
て
い
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が
、

理
解
で
き
る
よ
う

な
説
明
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な
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ま

ま
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っ
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い
る
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こ
の
令
和

元
年
の
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正
、
令
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は
、
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も
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修
正
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し
て
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さ
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、
そ
の
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厨

房
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す
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入
札

採
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分
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れ
た
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案
の
う
ち
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介
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ま
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。

賛
否
討
論
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果
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タ
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ナ
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５
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、
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あ
と
１
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、
元
議
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公
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、
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の
３
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、
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と
す
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賛
成
討
論
な
し

【
認
定
第
１
号
】
令
和
元
年
度
南
島
原
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

工事進行中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）
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報告第11号 令和元年度南島原市健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について

令和2年  9月16日 受　　理

報告第12号 株式会社ミナサポの経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

報告第13号 株式会社原城振興公社の経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

議案第77号 南島原市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金条例
の制定について

令和2年10月  6日 原案可決

議案第78号 埋立地用途変更許可申請に係る意見について 令和2年10月  6日 原案可決

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

令和２年度南島原市一般会計補正予算（第６号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 令和2年10月  6日 原案可決

財産の取得について（ＧＩＧＡスクール対応教育用端末） 令和2年10月  6日 原案可決

認定第1号 令和元年度南島原市一般会計歳入歳出決算の認定について 令和2年10月  6日 認　　定

認定第2号 令和元年度南島原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第3号 令和元年度南島原市宅地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第4号 令和元年度南島原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

令和2年10月  6日 認　　定

認定第5号 令和元年度南島原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第6号 令和元年度南島原市水道事業会計決算の認定について 令和2年10月  6日 認　　定

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

発議第4号 「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に
対し地方税財源の確保を求める意見書」の提出について

令和2年10月  6日 原案可決

議員派遣について 令和2年10月  6日 決　　定

閉会中における各委員会の継続調査申出について 令和2年10月  6日 決　　定

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

令和２年第３回南島原市議会定例会議決一覧
18171614121110987654321

〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇―〇〇―〇

○：賛成　×：反対　―：欠席　議席番号13番・15番は欠員

令和２年第３回定例会で意見が分かれた議案の採決

認定第1号 認　　定

議案番号 議決結果

議席番号

井

上

末

喜

吉

岡

　

　
巖

川

田

典

秀

中

村

久

幸

黒

岩

英

雄

小

嶋

光

明

松

永

忠

次

隈

部

和

久

吉

　
　田

　
　幸 

一 

郎

髙

木

和

惠

柴

田

恭

成

小

林

知

誠

金

　
　子

　
　憲 

太 

郎

田

　
　中

　
　次

近

藤

一

宇

中

村

哲

康

《
反
対
》

　
３
点
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
こ
の
予
算
に
関
係
す
る
事

業
と
し
て
、
口
之
津
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
に
対
す
る
予
算

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
経

過
を
説
明
す
る
。
平
成
29
年

度
口
之
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
の
た
め
、
県
と
市
で
口
ノ

津
港
の
埋
立
て
を
さ
れ
て
い

る
。
事
業
費
と
し
て
南
島
原

市
は
県
へ
委
託
金
１
億
８
千

万
円
を
負
担
し
て
い
る
。
平

成
30
年
３
月
埋
め
立
て
完
了

直
後
、
地
盤
沈
下
が
始
ま
り
、

５
月
の
連
休
明
け
ご
ろ
は
、

最
大
で
30
セ
ン
チ
、
平
均
15

セ
ン
チ
の
、
地
盤
沈
下
の
発

生
。
12
月
10
日
の
全
協
の
中

で
は
、
市
長
は
地
盤
沈
下
で

は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

平
成
31
年
と
令
和
元
年
６
月

補
正
予
算
を
計
上
さ
れ
、
説

明
が
あ
っ
た
が
、
前
年
度
の

30
年
６
月
ご
ろ
、
地
盤
沈
下

抑
制
工
事
の
た
め
、
薬
液
注

入
の
事
業
費
６
，
７
０
０
万
、

く
い
工
事
２
３
０
万
を
、
予

算
の
確
保
を
せ
ず
、
建
設
受

注
者
に
追
加
工
事
と
し
て
出

さ
れ
、
そ
の
事
業
費
を
、
翌

年
令
和
元
年
６
月
の
補
正
で

計
上
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
に
対
し
て
は
地
方

自
治
法
違
反
で
あ
る
と
思

う
。
地
方
公
共
団
体
は
予
算

主
義
で
い
く
の
が
本
来
基
本

中
の
基
本
で
あ
る
。
予
算
が

な
け
れ
ば
、
執
行
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
っ
て

い
る
は
ず
と
思
う
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
、

事
務
処
理
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
報
告
さ
れ
、
陳
謝
さ
れ

て
い
る
が
、
行
政
処
分
も

行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
残
念
に
思
う
。
こ
う
い

う
行
為
を
改
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　
２
点
目
。
大
型
給
食
セ
ン

タ
ー
。
一
セ
ン
タ
ー
と
い
う

こ
と
で
工
事
が
進
ん
で
い
る

が
、
現
在
で
も
半
数
の
議
員

が
こ
の
こ
と
に
納
得
せ
ず
、

一
般
質
問
で
も
ま
だ
続
け
ら

れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
こ
の

事
業
費
を
知
っ
た
の
は
平
成

28
年
２
月
と
10
月
に
、
五
つ

の
改
修
事
業
、
事
業
費
が
11

億
４
，
８
０
０
万
。
そ
れ
に

か
わ
る
一
セ
ン
タ
ー
が
約
11

億
８
，
４
０
０
万
と
い
う
説

明
を
、
も
ら
っ
て
い
た
が
、

現
時
点
、
令
和
元
年
に
は
、

20
億
の
予
算
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
説
明
を

求
め
て
い
る
が
、

理
解
で
き
る
よ
う

な
説
明
が
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
令
和

元
年
の
補
正
、
令

和
元
年
の
決
算
で

は
、
補
正
の
と
き

も
、
修
正
案
を
出

し
て
も
否
決
さ

れ
、
そ
の
後
、
厨

房
に
対
す
る
入
札

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

賛
否
討
論

の
結
果
、報
告
に
つ
い
て
は
、

否
決
さ
れ
て
お
り
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
、
５
人
の
反
対
が

あ
っ
て
い
る
。
予
算
に
つ
い

て
、
こ
の
厨
房
の
入
札
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
８

人
反
対
を
さ
れ
て
い
る
。

　
あ
と
１
点
は
、
元
議
員
の

裁
判
の
傍
聴
が
、
議
長
の
公

務
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題

提
起
を
聞
い
て
お
り
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
公
務

に
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
こ
の
３
点
を
挙
げ

て
、
反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論
な
し

【
認
定
第
１
号
】
令
和
元
年
度
南
島
原
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

工事進行中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）
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みなみしまばらし

議会だより
みなみしまばらし

「令和２年温泉神社しめ縄奉納作業」　撮影：板山　良継「令和２年温泉神社しめ縄奉納作業」　撮影：板山　良継

●令和元年度一般会計決算
●令和元年度特別会計決算
●令和2年度一般会計・特別会計補正予算
●一般質問に11人が登壇〝市政を問う〟
●市議会のコロナ対策
●委員会活動
●その他

Ｐ2
Ｐ3
Ｐ4
Ｐ5～Ｐ10
Ｐ10
Ｐ11～Ｐ14
Ｐ15～Ｐ20

………………………
………………………

……
……

……………………………
………………………………………

……………………………………………

議会だより

主
な
内
容

主
な
内
容

No.58
令和2年

11月13日発行

※議会だよりに、ご意見、ご感想がありましたら、
　議会事務局「議会だより」係 までお願いします。
〒859-2202 南島原市有家町山川58番地 1

☎0957-73-6611
メールアドレス：gikai@city.minamishimabara.lg.jp

この南島原市議会だよりは環境にやさしい
「再生紙」と「植物性大豆油インキ」を使用
しています。

　
な
か
な
か
終
息
し
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
自
粛

ム
ー
ド
の
中
、
自
宅
で
「
議

会
だ
よ
り
」
を
見
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

記
事
に
興
味
を
持
た
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
予
算
関
係
、
一

般
質
問
、
議
案
審
議
の
委
員

長
報
告
等
、
色
々
あ
る
中
で
、

一
般
質
問
の
記
事
を
見
た
人

は
、
質
問
議
員
ご
と
に
記
事

の
端
に
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
の
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
「
議
会
だ
よ
り
　

53
」
か
ら
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
、
携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

で
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み

込
む
と
、
質
問
状
況
を
動
画

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紙
面
で
は
文
字
数
に
限
り
が

あ
り
、
一
部
し
か
お
知
ら
せ

で
き
な
い
の
で
、
視
聴
で
き

る
環
境
の
方
は
ご
覧
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
感
想
や
ご
意
見

等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
で
き
れ
ば
当
日
、
議
会
を

傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
議
場

の
雰
囲
気
や
気
に
な
る
質
問
、

答
弁
の
や
り
と
り
を
直
接
見

て
、
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

編
　集
　後
　記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

副
委
員
長

中
　
村
　
久
　
幸

議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会

【
発 

行 

責 

任 

者
】

議
　
　
長

林
田
　
久
富

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

隈
部
　
和
久

中
村
　
久
幸

中
村
　
哲
康

田
中
　
次

金
子
憲
太
郎

吉
田
幸
一
郎

井
上
　
末
喜

市議会Ｑ Ａ＆
一
般
的
に
は
「
質
問
」

と
「
質
疑
」
は
同
じ

よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
議
会
で
は
「
質
問
」

と
「
質
疑
」
で
は
少
し
違
っ

た
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
で
言
う
「
質
問
」
と

は
、
市
長
の
政
策
や
自
治
体

業
務
全
般
に
わ
た
っ
て
市
長

や
執
行
機
関
に
口
頭
で
疑
問

点
を
問
い
た
だ
し
た
り
、
議

員
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
（
一
般
質
問
や
緊
急
質
問
）

を
言
い
、
一
般
質
問
は
定
例

議
会
で
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
質
疑
」
は
、
開

催
さ
れ
て
い
る
議
会
に
お
い

て
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件

に
対
し
て
の
み
口
頭
で
疑
問

点
を
問
い
た
だ
す
こ
と
を
言

い
、
定
例
会
、
臨
時
会
の
ど

ち
ら
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
「
質
問
」「
質
疑
」
の

ど
ち
ら
も
議
長
の
許
可
を
得

た
上
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ Q
議
会
で
の「
質
問
」と「
質
疑
」は

ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

次回の定例会は
11月30日
開会の予定です

電話 0957-73-6611
詳しくは議会事務局へお尋ねください。

人
　事
　案
　件

人
権
擁
護
委
員
任
期
（
令
和
３
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
12
月
31
日
）

酒井　久 氏
（加津佐町）

渡邊　林 氏
（深江町）

議会だより№57の訂正について

●７ページ、髙木和惠議員の一般質問　本文２行目

（誤）親切団地 → （正）新切団地

　令和２年９月 14 日発行の南島原市議会だより№57 の一部に誤りが
ありましたので、次のとおり訂正し、深くお詫び申し上げます。

訂正
箇所

No.
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